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市 報

「第11回南魚沼市ナイトウォークin浦佐」
～笑顔で仲よくゴールをめざして～



シリーズで南魚沼市立の学校を紹介します

 南魚沼市立上関小学校
シリーズ

18
〒949－6372 南魚沼市石打2－1　☎783－2022／FAX 778－3024

◆ 全校児童数　94人　　◆ 職員数　12人　　（7月1日現在）

教育目標

重点目標 　進んで学び合い 　 助け合い 　 やりぬく子
　めざす学校の姿は、「えがお かがやく 上関小学校」。
学校が、子どもたちにとって

であることを願いながら、下記の３つの柱を掲げてさ
まざまな教育活動を進めています。
　そして、「地域とともに歩む学校づくり」を教職員
の合い言葉に、学校と家庭、地域が一体となって子どもたちを育てていく学校をめざしています。

かしこく やさしく たくましく

　　　　　　うきうきと楽しく過ごせる場
　　　　　　わくわくしながら学べる場
　何ごとにもせいいっぱいの力で挑戦できる場
一人ひとりがきらきらと輝ける場

創立120周年作成

「日々の学習」では、進んで手をあ
げて自分の考えを発表します。

今年も晴天に恵まれ、校庭の桜に見
守られながら行いました。石打小唄
を踊ったり、お花見昼食をしたりと、
親子で楽しみました。

「大縄跳び大会」は、年に２回異学
年編制による「なかよし班」で記録
に挑戦します。

授業やクラブ活動などに、たくさん
のボランティアから協力してもらい
ながら、一緒に楽しく活動していま
す。

シーズン当初、肌寒い中での「水泳
練習」でも、自己ベストの更新をめ
ざしてがんばって泳ぎました。

関係者の協力を得ながら、毎年、全
校児童がアルペンの大回転競技に挑
戦します。午後には、クロスカント
リースキー競技も行います。

【学力の向上】
学ぶ楽しさ、分かる喜びを実感
し、進んで学ぶ子どもを育てま
す。

【豊かな心の育成】
互いのよさを認め合い、優しい接
し方のできる子どもを育てます。

【健康や体力づくり】
めあてをもってあきらめずに最後ま
で取り組み、運動を楽しみながら体
力を向上させる子どもを育てます。

さくらまつり USSV（○うわせき・○スクール・
○サポート・○ボランティア） 校内スキー大会

特色ある教育活動

みんなとはげまし
合って、自己ベストを

出したいね。

教えてもらった
とおりにやってみたら、
うまく打てたよ。

ポールは難しい
けど、うまく通れると

楽しいよ。

自分の考えを
みんなに知ってもらう
ことって楽しいよ。

縄が床に着いたら、
すぐに入るんだよ。
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の
受
入
れ
は
順
調
で
、
昨
年
と
比
べ
長
岡

圏
域
へ
の
搬
送
が
６
月
に
５５
％
減
、
７
月

で
は
６６
％
減
と
な
り
、
予
想
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
基
幹
病
院
が

医
師
の
配
置
を
含
め
て
フ
ル
稼
働
と
な
れ

ば
、
長
岡
圏
域
へ
の
搬
送
は
ほ
ぼ
な
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
も
低
か
っ
た
医
師
数
と
病
床
数

は
、
上
か
ら
２
～
３
番
に
上
昇
し
、
劣
悪

で
あ
っ
た
医
療
環
境
が
飛
躍
的
に
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
こ

と
が
最
大
の
責
務
で
あ
る
自
治
体
の
長
と

し
て
、
こ
ん
な
に
あ
り
が
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
は
こ
の
医
療
環
境
を
十

分
に
活
用
し
、
生
涯
健
康
で
過
ご
せ
る
地

域
を
め
ざ
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
は
み
な
さ
ま
か
ら
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　

身
体
的
な
健
康
だ
け
で
な
く
、
精
神
面

も
重
要
で
す
。
少
し
前
に
双
子
で
百
歳
を

迎
え
、
話
題
と
な
っ
た
き
ん
さ
ん
と
ぎ
ん

さ
ん
は
、
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
人
気

者
に
な
り
、
お
金
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
何
に
使
い
ま
す
か
」

と
の
質
問
に
、「
老
後
の
た
め
に
蓄
え
ま

す
よ
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
百
歳
に
し

て
な
お
老
後
の
た
め
に
と
は
、
本
当
に
す

ご
い
気
概
で
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
そ
の
言
葉
に
感
心
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
暴

飲
・
暴
食
を
せ
ず
、
心
に
ゆ
と
り
と
ユ
ー

モ
ア
を
持
っ
て
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
心
に
ゆ
と
り
と
ユ
ー
モ
ア
を
」

基
幹
病
院
開
院
３
か
月
を
経
て

　

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
暑
か
っ
た
夏
も
、
お
盆
も
過
ぎ
た
こ
ろ

か
ら
や
や
し
の
ぎ
易
く
な
り
、
気
が
つ
け

ば
も
う
９
月
で
す
。
今
年
は
、
９
月
１
日

が
二
百
十
日
で
す
が
、
実
り
の
秋
に
台
風

の
襲
来
が
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
魚
沼
基
幹
病
院
が
大
き
な
期
待

と
注
目
を
集
め
て
６
月
１
日
に
開
院
し
、

早
や
３
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
機
関
の
再
編
も
同
時
に
行
う

全
国
で
も
ま
れ
な
試
み
に
、
当
初
は
若
干

の
混
乱
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
順

調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
改
め
て
関
係

各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
医
療
機
関
の
再
編
に
伴
う
患

者
動
向
と
医
療
環
境
の
概
略
を
申
し
上
げ

ま
す
。
患
者
動
向
は
、
６
・
７
月
の
２
か

月
間
に
、
外
来
患
者
２
，１
７
０
人
の
内
、

４
割
に
あ
た
る
８
６
１
人
が
、
入
院
患
者

８
１
２
人
の
内
、
５
割
近
い
３
７
０
人
が

基
幹
病
院
を
利
用
し
ま
し
た
。
他
は
、
ゆ

き
ぐ
に
大
和
病
院
、
市
立
六
日
町
病
院
な

ど
の
利
用
で
、
こ
の
数
字
を
見
る
限
り
、

各
医
療
機
関
の
役
割
分
担
が
う
ま
く
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

基
幹
病
院
に
一
番
期
待
さ
れ
た
救
急
患
者

市
長
の
一言

�

日
記

国際大学留学生
　お国自慢コーナー ~ boast of my country ~

シリーズ

第29回
モンゴル国 　バッツェンゲル バットボールド さん

私の国はこんなところ
　モンゴルは、中国とロシアの間に位置する内陸

国で、見渡す限り広大な大地と空が広がっています。国土の8割は草原で、
現在も遊牧民族が暮らす数少ない国の一つです。
　モンゴルでもっとも美しい場所の一つ「ホンゴル砂丘」は、高さ300ｍ、
幅12㎞、全長100㎞という壮観な光景を誇る大砂丘です。鳴き砂丘として
も知られています。［鳴き砂丘：砂が風で移動したときや、砂の雪崩現象で、
音が鳴る砂丘］

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼は、山と農地に囲まれたとてもすばらしい平穏なまちだと思います。
私は友だちとこの地をサイクリングすることが大好きです。人々は優しく友
好的で、いつも私たちをサポートしてくれます。
　私にとって南魚沼の冬はとても特別なものです。まちをすっぽりと包む雪
景色はきれいですが、2ｍ近く積もった雪を見たのは初めてで、不思議な感
じがしました。雪解け後の春は、驚くほど素晴らしく、いたるところにたく
さんの花が咲き、気持ちをリラックスさせ、幸せな気分にしてくれます。

モンゴル国

［公用語］モンゴル語 
［首　都］ウランバートル
［面　積］1,566,500㎢（18位）
［人　口］2,868,000人（135位）
［GDP（PPP）］268億ドル（121位）
［通　貨］トゥグルグ（MNT）
※ GDPは国内総生産のことで、購買力平

価説（PPP）により算出した数値です
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平
成
２７
年
度

市
政
懇
談
会
の
ま
と
め

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課 

企
画
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

　

平
成
２７
年
度
の
市
政
懇
談
会
は
、
４
月

２０
日
㈪
か
ら
７
月
７
日
㈫
ま
で
、
市
内
１６

会
場
で
開
催
し
、
４
６
４
人
の
み
な
さ
ん

か
ら
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
情
報
提
供
を
行
い

ま
し
た
。

　

各
会
場
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
質
問
の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。
こ

の
他
に
い
た
だ
い
た
質
問
や
意
見
も
、
今

後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
忙
し
い
中
、
参
加
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

Ｑ

個
人
番
号
を
使
っ
て
民
間
の
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
と
連
携
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
情
報
は
あ
る
の
か
。

A

現
在
、
個
人
番
号
の
利
用
は
税
・
社

会
保
障
・
災
害
対
策
の
分
野
に
限
ら
れ
、

法
律
で
具
体
的
な
利
用
範
囲
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
民
間
と
の
連
携
は
、
い

ろ
い
ろ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具

体
的
な
情
報
は
得
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ

通
知
カ
ー
ド
は
住
所
地
に
送
付
さ
れ

る
よ
う
だ
が
、
違
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で

い
る
人
も
多
く
い
る
と
思
う
。
ど
う
な

る
の
か
。

A

転
送
不
要
の
簡
易
書
留
で
送
付
さ
れ
、

家
族
が
住
所
地
に
い
れ
ば
受
取
可
能
で

す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
返
戻
さ
れ

ま
す
。
早
め
の
住
所
変
更
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

Ｑ

住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
個
人
番
号

も
変
わ
る
の
か
。

A

個
人
番
号
は
基
本
的
に
一
生
変
わ
り

ま
せ
ん
。
カ
ー
ド
の
盗
難
な
ど
で
不
正

使
用
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
、
番
号
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
所
な

ど
の
変
更
事
項
は
、
カ
ー
ド
に
追
記
さ

れ
ま
す
。

Ｑ

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
ど
ん
な
時
に
使

う
の
か
。

A

平
成
２８
年
１
月
以
降
、
行
政
の
さ
ま

ざ
ま
な
手
続
き
で
個
人
番
号
の
告
知
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
に
必
ず
本
人

確
認
作
業
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
だ
け
で
番
号
告
知
と
本
人
確
認
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
身
分
証
明
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

南
魚
沼
市
で
は
、
平
成
２８
年
２
月
か
ら

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
、
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
交
付
可
能
な

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」
を
開
始
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
に
は
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
。

Ｑ

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
み
ん
な
が
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
高
齢

者
な
ど
は
、
取
得
に
不
安
が
あ
る
と
思

う
。

A

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
取
得
は
、
任
意

で
す
。
紛
失
や
盗
難
な
ど
、
管
理
に
不

安
が
あ
る
人
は
取
得
し
な
い
こ
と
も
選

択
の
一
つ
で
す
。
番
号
告
知
と
本
人
確

認
が
１
枚
で
で
き
る
個
人
番
号
カ
ー
ド

は
、
利
点
が
大
き
い
た
め
、
今
後
の
個

人
番
号
の
利
用
拡
大
状
況
を
み
て
、
個

人
ご
と
に
取
得
を
判
断
く
だ
さ
い
。

Ｑ

行
政
手
続
き
が
簡
素
化
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
市
役
所
で
年
金
請
求
な
ど
、

他
機
関
の
手
続
き
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

A

手
続
き
を
行
う
場
所
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
だ
っ
た
添
付
書
類
（
住

民
票
や
所
得
証
明
な
ど
）
を
省
略
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

犯
罪
は
内
部
か
ら
起
き
る
こ
と
が
多

い
。
職
員
に
漏
え
い
さ
せ
な
い
組
織
づ

く
り
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

A

個
人
情
報
デ
ー
タ
の
取
扱
い
は
、
利

用
者
を
限
定
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で

管
理
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ

ス
記
録
を
監
視
し
ま
す
。し
か
し
、人
間

の
手
を
介
し
な
い
こ
と
は
、
ど
う
し
て

も
あ
り
得
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
個
人

の
モ
ラ
ル
の
問
題
と
な
る
の
で
、
職
員

の
モ
ラ
ル
教
育
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

保
健
・
医
療
・
福
祉

Ｑ

今
年
は
、
平
場
と
後
山
の
雪
の
降
り

方
が
違
っ
て
い
る
。
魚
沼
市
・
十
日
町

市
は
、
豪
雪
対
策
本
部
が
で
き
た
が
、

南
魚
沼
市
は
で
き
な
か
っ
た
。
要
援
護

世
帯
の
除
雪
援
助
も
降
り
方
に
よ
っ
て

違
う
た
め
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。

A

今
年
の
降
雪
状
況
は
、
豪
雪
対
策
本

部
設
置
の
基
準
値
に
達
す
る
直
前
の
数

値
で
変
化
し
て
い
ま
し
た
。
後
山
や
欠

之
上
は
、
基
準
地
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

要
援
護
世
帯
で
の
除
雪
時
間
も
ば
ら
つ

き
が
あ
る
の
で
、
地
区
や
家
庭
の
状
況

も
考
慮
し
、
全
面
的
に
支
援
内
容
の
見

直
し
を
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
・
文
化

Ｑ

敬
老
会
の
補
助
金
額
が
今
年
度
か
ら

３
０
０
円
減
額
と
な
っ
た
が
、
対
象
者

数
が
増
え
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
こ

と
な
の
で
、
年
齢
制
限
を
付
け
る
な
ど

し
て
、
金
額
が
毎
年
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
で
き
な
い
の
か
。

A

敬
老
会
の
出
席
者
は
５
割
程
度
で
、

出
席
者
と
欠
席
者
に
対
す
る
補
助
単
価

の
差
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
は
、
７７
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
い
ま

し
た
。
お
祝
い
の
品
も
米
寿
の
対
象
者

が
多
く
な
り
、
お
祝
い
状
に
変
え
ま
し

た
。
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出
席
者
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
敬

老
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
見
直
し
を

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

環
境
共
生

Ｑ

新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
は
、
ど
う

い
う
状
況
な
の
か
。

A

魚
沼
市
、
湯
沢
町
、
南
魚
沼
市
の
共

同
で
建
設
し
ま
す
。
完
成
目
標
は
平
成

３５
年
度
で
す
。
南
魚
沼
市
に
新
ご
み
処

理
準
備
係
を
設
置
し
、
建
設
場
所
、
焼

却
方
法
、
施
設
規
模
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

都
市
基
盤

Ｑ

南
魚
沼
市
は
水
道
料
金
が
高
い
。
軽

減
対
策
は
。

A

合
併
時
に
基
本
料
金
と
利
用
料
金
を

１３
．５
％
下
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

現
在
、
福
祉
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
４
月
の
消
費
税
の
３
％
ア
ッ

プ
分
は
転
化
し
て
い
な
く
、
実
質
的
に

値
下
げ
と
同
じ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新

し
い
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
年
度
中
に
作

成
す
る
の
で
、
そ
の
中
で
今
後
の
方
向

性
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

Ｑ

内
輪
で
の
活
性
化
を
図
る
よ
り
も
、

外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
ん
だ
ほ
う
が
、

活
性
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。
今
年

度
の
予
算
に
は
、
観
光
面
で
目
立
っ
た

予
算
付
け
が
み
ら
れ
な
い
が
、
ど
う
か
。

A

�

今
年
度
の
地
方
創
生
関
連
予
算
は
、

平
成
２６
年
度
予
算
を
補
正
し
、
配
分
し

た
も
の
で
す
。
今
年
度
は
戦
略
を
練
り
、

平
成
２８
年
度
か
ら
そ
の
戦
略
に
沿
っ
て

予
算
を
組
む
計
画
で
す
。
よ
っ
て
、
ご

指
摘
の
部
分
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
せ

ん
。

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、
道
の
駅

に
免
税
店
を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
考
え

て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
・
市
民
参
画

Ｑ

目
的
税
で
あ
る
都
市
計
画
税
は
、
今

後
も
こ
の
ま
ま
続
け
て
行
く
の
か
。
固

定
資
産
税
に
上
乗
せ
を
し
て
一
般
の
人

か
ら
も
徴
収
で
き
な
い
か
。

A

一
昨
年
に
税
率
を
半
分
と
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
税
は
、
税
収
で
６
，0
0
0

万
円
強
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
な
く
す
た
め

に
は
、
代
替
え
財
源
が
必
要
で
す
が
、

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

い
つ
ご
ろ
廃
止
す
る
か
を
明
言
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
税
は
、
過
去
に
行
わ
れ
た
都

会場別参加人数

期　日 会　　場 参加人数 昨年比増減
4月20日㈪ 東地域開発センター 27人 △8人
4月23日㈭ 薮神地域コミュニティセンター 35人 4人
5月11日㈪ 雪国おくにじまん会館 34人 △7人
5月13日㈬ 大崎農業会館 26人 7人
5月19日㈫ 後山集落センター 32人 0人
5月22日㈮ 辻又地域多目的センター 19人 △1人
5月27日㈬ 清水ふれあい会館 19人 5人
6月 3日㈬ 栃窪集落センター 18人 △4人
6月 5日㈮ 石打農業者トレーニングセンター 23人 △6人
6月22日㈪ 上田農村環境改善センター 23人 7人
6月23日㈫ 中之島農村環境改善センター 26人 1人
6月25日㈭ えきまえ図書館 本の杜 59人 1人
6月26日㈮ 塩沢公民館 32人 4人
7月 3日㈮ 城内地域開発センター 33人 7人
7月 6日㈪ 大巻地域開発センター 32人 7人
7月 7日㈫ 五十沢地域開発センター 26人 △10人

合　　　計 464人 7人

市
計
画
事
業
の
償
還
金
の
財
源
と
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
用
途
地
域
内

で
し
か
使
用
し
て
い
な
い
の
で
、
固
定

資
産
税
に
上
乗
せ
し
、
徴
収
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
固
定
資
産
税
を
上
る

こ
と
は
、
償
却
資
産
も
対
象
と
な
る
こ

と
か
ら
、
増
税
に
よ
っ
て
企
業
が
市
か

ら
出
て
行
く
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
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国
勢
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

　

１０
月
１
日
を
基
準
日
に
、
全
国
一
斉
に

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
員
が
９
月
上
旬
か
ら
各
世
帯
を
訪

問
し
、
調
査
関
係
書
類
を
配
布
し
ま
す
。

調
査
に
協
力
く
だ
さ
い
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
・
世
帯
・

就
業
状
況
か
ら
み
た
産
業
構
造
な
ど
の
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５

年
ご
と
に
行
う
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
で
き
ま
す
。
調
査
票
を
手
書
き

す
る
こ
と
な
く
、
好
き
な
時
間
に
回
答
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

を
活
用
く
だ
さ
い
。

　

回
答
内
容
は
厳
重
に
管
理
を
行
い
、
統

計
の
作
成
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国

勢
調
査
の
従
事
者
は
、
統
計
法
に
よ
り
調

査
で
知
り
得
た
情
報
へ
の
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
高
齢
者
の
介
護
・
医
療
、

雇
用
対
策
、
児
童
福
祉
、
地
域
の
活
性
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
役
立
て
ら
れ

る
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

※ 

調
査
員
は
、
顔
写
真
付
の
調
査
員
証

（
身
分
証
）
を
携
行
し
て
い
ま
す

調 

査
対
象　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の

人
（
外
国
人
も
含
む
）
と
世
帯

調
査
項
目

世 

帯
員　
男
女
の
別
・
出
生
の
年
月
・
配

偶
の
関
係
・
就
業
状
態
・
従
業
地
や
通

学
地
な
ど
（
１３
項
目
）

世 

帯　
世
帯
員
の
数
・
住
居
の
種
類
・
住

宅
の
建
て
方
な
ど
（
４
項
目
）

調
査
の
日
程

①
９
月
１０
日
㈭
～
１２
日
㈯

　

調
査
員
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
Ｉ

Ｄ
を
配
布

②
９
月
１０
日
㈭
～
２０
日
㈰

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
受
付

③
９
月
２６
日
㈯
～
３０
日
㈬

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
な
か
っ
た
世

帯
に
、
調
査
員
が
調
査
票
を
配
布

④
１０
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

　

回
答
を
記
入
し
、
調
査
員
に
渡
す
か
、

郵
送
用
封
筒
で
提
出
く
だ
さ
い

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
国
勢
調
査
に
対

す
る
質
問
な
ど
の
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☎
０
５
７
０

－

０
７

－

２
０
１
５

Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合

☎
０
３

－

４
３
３
０

－

２
０
１
５

設
置
期
間　
～
１０
月
３１
日
㈯

※
土
日
・
祝
日
も
利
用
可

受
付
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
９
時

 【問合せ】都市計画課　☎773－6662
　5月1日㈮～ 20日㈬に、「都市計画の見直し素案」について意見募集を行った結果、5件の意見がありま
した。意見の概要とそれに対する市の考え方を公表します。（市ウェブサイトでもお知らせしています）

「都市計画の見直し素案」パブリックコメントの結果

意見など概要 市の考え方（対応）
石打地区の都市計画（農地への用途地域
指定）を廃止してもらいたい。

今回の見直しでは用途地域を解除するか所の条件として、一定面積
があるまとまった未利用地となっているか所（農地）の見直しを行
いました。ある程度まとまった面積での変更を行わないと、宅地と
農地などが混在し、効率的な土地利用への誘導を図れないという理
由からです。

農地で用途地域に指定されているか所が
あり、相続する際に大変である。農地の
か所だけでも廃止してもらいたい。
都市計画道路の計画を条件に土地を購入
し、仮登記をしたが計画が進まず、契約
解除を希望していた。この見直しで路線
の廃止が検討され、土地問題の解決を期
待している。

少子高齢化などで社会情勢が変化し、都市計画決定をした当時とは
都市環境も変化しています。ご指摘の路線は、今後、都市的な土地
利用が進む見込みがなく、計画を廃止することとしました。今後も
社会情勢の変化に対応した計画となるよう、適時見直しを行ってい
きます。

浦佐駅付近で、過去に店舗が存在したか
所などが、店舗撤去後に未整備の状態で
ある。少しでも整備していただきたい。

新幹線停車駅である浦佐駅の東口地区は、市としても広域的な交通
拠点としての利便性の向上と商業の集積を図るべき地区として、今
後も土地利用の誘導策を進めていきます。

石打中央線について、社会状況の変化か
ら計画を取りやめてもらいたい。

石打中央線は、当面は計画を継続し、地元のまちづくりの動きと合
わせて幅員構成などを検討し、見直すことが望ましいと考えていま
す。他の路線も含め、整備をすることで沿道住宅の多くが立ち退く
こととなり、本来のまちづくりの意味がなくなることがないよう、
今後もまちづくりの観点を踏まえながら社会情勢の変化に合わせた
計画の見直しを進めていきます。

市報 みなみ魚沼　平成27年9月1日発行 6



軽
四
輪
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

～
軽
自
動
車
税
の
軽
減
～

【
問
合
せ
】
税
務
課 

市
民
税
係

�
☎
７
７
３

－

６
６
６
８

　

平
成
２７
年
度
に
新
車
登
録
し
た
四
輪
な

ど
の
軽
自
動
車
で
、
排
出
ガ
ス
性
能
と
燃

費
性
能
が
優
れ
た
車
に
、
平
成
２８
年
度
分

の
軽
自
動
車
税
に
限
り
、
環
境
性
能
に
応

じ
た
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
を
適
用

し
ま
す
。

対 

象
車　
平
成
２７
年
４
月
１
日
～
平
成
２８

年
３
月
３１
日
に
新
車
登
録
し
た
四
輪
な

ど
の
軽
自
動
車

軽
課
（
軽
減
）
基
準
［
税
額
の
お
お
む
ね

の
軽
減
率
］

① 

電
気
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
自
動
車
…

７５
％
軽
減

※ 

ポ
ス
ト
新
長
期
規
制
か
ら
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒

素
酸
化
物
）
を
１０
％
低
減
し
た
も
の

② 

乗
用 

平
成
３２
年
度
燃
費
基
準
＋

２０
％
達
成
車
・
貨
物 

平
成
２７
年
度

燃
費
基
準
＋
３５
％
達
成
車
…
５０
％
軽
減

③  

乗
用 

平
成
３２
年
度
燃
費
基
準
達
成

車
・
貨
物 

平
成
２７
年
度
燃
費
基
準

＋
１５
％
達
成
車
…
２５
％
軽
減

※ 

②
と
③
は
、
平
成
１７
年
排
出
ガ
ス
基
準

７５
％
低
減
達
成
車
（
★
★
★
★
）
に
限

る
。
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、
自
動

車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
あ
り

知
っ
て
い
ま
す
か
？

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

【
問
合
せ
】

　
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
７
‐
３
１
１
１

　

９
月
２１
日
は
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
協
会
が
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と

共
同
制
定
し
た
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
啓
発
を

行
う
日
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
や
記
念
公
演
な
ど
、
世
界

や
国
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

南
魚
沼
市
が
今
年
度
か
ら
行
う
認
知
症
に

関
す
る
新
た
な
取
組
み

南
魚
沼
市
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド

　

認
知
症
の
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
の
流
れ
（
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
）
を
ま

と
め
た
「
南
魚
沼
市
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
認
知
症
の
説
明
や
相

談
先
、
認
知
症
の
人
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。

※
各
庁
舎
の
窓
口
で
配
布
中
で
す

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

市
内
４
か
所
で
開
催
中

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
と
そ

の
家
族
を
支
援
す
る
た
め
に
、
そ
の
人
た

ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
や
認
知
症
に

関
す
る
専
門
職
な
ど
も
集
え
る
場
で
す
。

気
軽
に
集
え
る
地
域
カ
フ
ェ
と
し
て
も
利

用
で
き
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
ど
う
も
〔
塩
沢
交
流
広
場
休

憩
所 

牧
之
茶
屋
〕

開
催
日
時　
毎
月
第
３
火
曜
日

　

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

連
絡
先　
代
表 

岩
田

　

☎
０
９
０

－

６
６
２
５

－

８
０
６
５

お
茶
処
つ
ど
い
〔
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
健
康
倶
楽
部
つ
ど
い
〕

開
催
日
時　
毎
月
第
２
日
曜
日

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

連
絡
先　
担
当 

山
口

　

☎
７
７
３

－

３
５
５
５

喫
茶
こ
こ
ろ
〔
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

こ
こ
ろ
の
杜
〕

開
催
日
時　
毎
月
第
３
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

連
絡
先　
担
当 

沼
崎

　

☎
７
７
０

－

１
１
２
３

い
き
い
き
カ
フ
ェ
〔
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
八
色
園
〕

開
催
日
時　
毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

連 

絡
先　

担
当 

若
井
（
大
和
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
７
７
７

－

３
１
１
１

※ 

お
茶
代
な
ど
は
、
ど
の
カ
フ
ェ
も
１
０

０
円
で
す

車種区分 標準税率（平成27年4月1日以降に
新車登録した車両）

グリーン化特例【軽課（軽減）税率】

75％軽減 50％軽減 25％軽減

三　　輪 3,900円 1,000円 2,000円 3,000円

四輪以上

乗　用
自家用 10,800円 2,700円 5,400円 8,100円

営業用 6,900円 1,800円 3,500円 5,200円

貨　物
自家用 5,000円 1,300円 2,500円 3,800円

営業用 3,800円 1,000円 1,900円 2,900円
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市
で
は
い
つ
ま
で
も
ま
め
（
元
気
）
で

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

介
護
予
防
が
大
切
と
聞
く
け
ど
、
市

内
に
介
護
が
必
要
な
人
は
多
い
の
？

A

市
内
の
６５
歳
以
上
人
口
（
平
成
２７
年

３
月
末
）
は
、
１
６
，９
８
７
人
で
、

高
齢
化
率
は
２８
．７
％
で
す
。
介
護
認

定
を
受
け
た
人
は
、
３
，２
７
８
人
で
、

６５
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
認
定
者
で

す
。

Ｑ

介
護
予
防
が
必
要
か
ど
う
か
は
、
ど

う
判
断
す
れ
ば
い
い
の
？

A

生
活
機
能
に
関
す
る
２５
項
目
の
質
問

［
厚
生
労
働
省
作
成
］
に
答
え
る
こ
と

で
、
自
分
が
注
意
す
べ
き
点
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※ 

６５
歳
以
上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
へ
、
２
月
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
送
付
し
、
回
答
い
た
だ
い
て
い
ま

す
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
「
運
動
器
機
能
向
上
」「
栄
養
・
口
腔
機

能
向
上
」「
閉
じ
こ
も
り
予
防
」「
認
知
症

予
防
」「
う
つ
予
防
」
の
項
目
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
う
つ
予
防
」
を
除
く
２０
項
目
の
内
、

７
つ
以
上
に
あ
て
は
ま
る
と
、
２
年
以
内

に
要
介
護
や
要
支
援
状
態
に
な
る
リ
ス
ク

が
２
倍
近
く
に
高
ま
り
ま
す
。

Ｑ

市
で
は
介
護
予
防
の
た
め
に
、
ど
ん

な
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
？

A

今
年
度
か
ら
、
６５
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
し
た
「
一
般
介
護
予
防
事
業
」
と
、

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
各
項
目
に
該

当
し
た
人
を
対
象
に
し
た
「
介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
に
分

け
て
、
介
護
予
防
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

一
般
介
護
予
防
事
業
［
会
場
、
費
用
］

ま 

め
で
い
き
い
き
教
室
…
運
動
器
の
機
能

向
上
訓
練
に
、「
栄
養
改
善
」「
口
腔
機

能
向
上
教
室
」「
認
知
機
能
低
下
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
合
せ
た
教
室
［
市
内

３
会
場
、
初
回
と
１２
回
目
に
３
０
０

円
］

脳 

活
倶
楽
部
…
脳
を
活
性
化
す
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
［
本
庁
舎
・
ゆ
き
ぐ
に

大
和
病
院
・
塩
沢
庁
舎
、
初
回
に
５
０

０
円
］

水 

中
運
動
教
室
…
水
中
で
の
歩
行
や
軽
め

の
ア
ク
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
［
デ
ィ
ス

ポ
ー
ト
南
魚
沼
、
３
０
０
円
／
回
］

筋 

力
づ
く
り
教
室
…
筋
力
づ
く
り
サ
ポ
ー

タ
ー
の
指
導
に
よ
る
筋
力
の
改
善
・
向

上
、
認
知
症
予
防
も
取
り
入
れ
た
体
操

教
室
［
市
内
１
０
４
会
場
、５０
円
／
回
］

ふ 

れ
あ
い
サ
ロ
ン
…
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
開
催
す
る
お
茶
の
間
サ
ロ
ン
［
市

内
９１
会
場
、
費
用
は
会
場
ご
と
］

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

筋 
力
ア
ッ
プ
教
室
…
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

中
心
の
運
動
［
ま
ち
ト
レ
南
魚
沼
、
４

０
０
円
／
回
］

は 

つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
…
リ
ハ
ビ
リ
職

な
ど
が
運
動
や
体
操
を
指
導
［
越
南

苑
・
つ
む
ぎ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

３
０
０
円
／
回
］

口 

腔
訪
問
事
業
…
歯
科
衛
生
士
が
訪
問
し
、

口
腔
体
操
や
衛
生
を
指
導
［
自
宅
、
初

回
の
み
３
０
０
円
］

心 

の
健
康
訪
問
…
専
門
職
が
訪
問
し
、
気

持
ち
の
落
ち
込
み
や
不
安
、
生
活
や
健

康
面
の
相
談
に
応
じ
ま
す
［
自
宅
、
無

料
］

※ 

教
室
の
詳
細
・
参
加
希
望
な
ど
は
、
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

Ｑ

介
護
予
防
事
業
な
ど
に
参
加
す
る
と
、

ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
？

A

参
加
者
か
ら
「
階
段
が
楽
に
上
が
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
口
の
渇
き
が
気

に
な
ら
な
く
な
っ
た
」「
若
い
う
ち
か

ら
参
加
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

要
介
護
と
な
ら
な
い
た
め
に

　

心
身
の
衰
え
は
、
４０
歳
代
か
ら
始
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
身
が
弱
っ
て
き

た
と
感
じ
る
前
か
ら
介
護
予
防
を
始
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
な
ど
の

「
活
動
」
を
通
じ
て
、
体
を
動
か
し
た
り
、

頭
を
使
う
こ
と
が
介
護
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
ま
め
（
元
気
）
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
も
介
護

予
防
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

介
護
予
防
事
業

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

　
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
７

－

３
１
１
１

　
塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
８
２

－

０
２
５
２

市
役
所
で
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、

シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

こ
ん
な
と
き
は
ど
う
す
る
の
？
24
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中之島地区まちづくり協議会 ☎782－1997

　「郷土の歴史と文化学習会」を2回に分け開催
　第1回目を7月23日㈭に、テーマを「江戸時代における
郷土の用水と堤防をめぐるできごと」として、郷土の歴史
と文化を語る会の田村慶一さんを講師に開催しました。20
人が参加し、江戸時代の中之島地区のできごとを興味深く
学習しました。
　次回は10月9日㈮に、「江戸時代の入会山の利用と争い」をテーマに開催します。

主
役
は
地
域
の
み
な
さ
ん
！

地
域
づ
く
り
協
議
会
の�

�

「
と
り
く
み
」「
で
き
ご
と
」
紹
介

【問合せ】
企画政策課
 ☎773－6672

　泥まみれで後かたづけ～3日目のお風呂でホッとひと息～
 平成17年 台風14号（延岡市　30代　男性）　

　当時、役場の天井ぐらいまで水がきたんですよ。うちの事務所の駐車場に置いていた車も、8台が
廃車になりました。車の屋根まで水が入って、エンジンがやられてしまったから。軽自動車などはプ
カプカ浮いてしまって、停めていたところから2メートルぐらい離れたところにあったり、ほんとう
に見たこともない光景でした。
　職場の中にも土砂が入り込んでいたので、仕方なく一日中泥出しをしました。断水で、泥まみれに
なっても手も洗えず、トイレへ行きたくともなかなか行けない状態のところへ、お昼すぎに山奥から
井戸水を持ってきてくれた人が、「きれいな水だから、飲んでも
いいよ」と言ってくれたときは、すごく嬉しかったですね。
　やっぱり泥がついている状態のまま3日も過ぎると、自分がも
う臭くてね。汗やら何やらがしみこんだような感じの臭いがして、
困りました。ようやく泥かきが一段落して、久しぶりに家に帰る
と、たまたま湯船に残り湯があったんですよ。「やっと風呂に入
れる！」とすごく嬉しかったのを覚えています。

【問合せ】総務課　防災庶務班
 ☎773－66601日前プロジェクト（災害に備えて）

石打地区まちづくり協議会 ☎783－3290

　上野区で新潟県が行う「大学生の力を活かした集
落活性化事業」を活用した取り組みを行っています。
　「温泉地を活用した滞在型の観光地づくり」を
テーマに、新潟大学と明治大学の共同チームが、若
い発想力や行動力、専門知識を生かして集落活性化
に向けた調査研究を行い、活性化策のヒントを探ります。どんな結果と成果がでる
か楽しみであり、期待もしています。

大巻地区地域づくり協議会
☎776－2032

　「基礎事業」を地元の視
点で迅速に実施しています。

⇨

施工後施工前

市報 みなみ魚沼　平成27年9月1日発行9



9
月
の
読
書
の
つ
ど
い

人
形
劇
が
や
っ
て
く
る
！

む
か
し
む
か
し
～
あ
っ
た
と
さ
～

⃝
日
時　
９
月
１９
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝
テ
ー
マ　
「
む
か
し
ば
な
し
」

⃝ 

内
容　
人
形
劇
『
だ
ん
ま
り
く

ら
べ
』『
ぞ
う
の
は
な
は
な
ぜ

な
が
い
』・
本
の
紹
介

⃝ 

出
演　
オ
フ
ィ
ス
や
ま
い
も

⃝ 

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か　

ど
な
た
で
も

※ 

申
し
込
み
不
要
・
参
加
無
料
。

会
場
が
満
員
と
な
り
、
入
場
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

絵
本
の
へ
や

　

楽
し
い
「
絵
本
の
へ
や
」
に
、

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？ 

乳
幼
児

向
け
の
楽
し
い
絵
本
を
毎
回
用
意

し
て
、
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
と
も
だ
ち
と
の
出
会
い

も
あ
る
よ
！

⃝
期
日　
毎
週
水
曜
日

�

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝ 
対
象　
０
歳
か
ら
入
園
前
の
幼

児
⃝ 

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手

遊
び
・
絵
本
・
紙
芝
居
・
読
み

聞
か
せ
な
ど

７
月
の

読
書
の
つ
ど
い
の
様
子

　

７
月
は
「
な
つ
」
を
題
材
に
し

た
お
話
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　

間
違
え
て
天
ぷ
ら
粉
の
中
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
お
ば
け
。
危
機

一
髪
の
と
こ
ろ
で
、
天
ぷ
ら
に
な

ら
な
い
で
す
み
ま
し
た
。『
お
ば

け
の
て
ん
ぷ
ら
』
は
、
お
ば
け
が

ド
キ
ド
キ
す
る
珍
し
い
お
話
で
し

た
。

　

工
作
の
凧
コ
プ
タ
ー
作
り
も
好

評
で
し
た
。

テ
ー
マ
展
示

　

健
康
が
大
切
。
９
月
の
テ
ー
マ

展
示
は
「
元
気
に
過
ご
そ
う
」
で

す
。
健
康
増
進
普
及
月
間
と
敬
老

の
日
に
合
わ
せ
た
お
す
す
め
本
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
や
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
が
登
場
す
る
子
ど
も

の
本
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

巡
回
図
書
を
利
用
く
だ
さ
い

　

８
月
２０
日
㈭
に
大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
２
０
０
冊
を
入
れ
替
え

ま
し
た
。
次
回
塩
沢
図
書
室
は
、

９
月
１７
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で

す
。

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」
映
写
会

　

ア
ニ
メ
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」

（
全
２６
話
）
を
、
７
月
か
ら
上
映

中
で
す
。
９
月
は
１２
話
か
ら
上
映

し
ま
す
。

※ 

１
～
１１
話
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
図
書
館

で
貸
出
し
し
て
い
ま
す

⃝
期
日　
９
月
６
日
㈰
：
１２
～
１４

話
、
９
月
２７
日
㈰
：
１５
～
１７
話

⃝ 

時
間　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝ 

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者
ほ
か　

ど
な
た
で
も

読
み
聞
か
せ
と
ギ
タ
ー
の
奏

か
な
で

テ
ー
マ
「
生
き
る
」

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
ギ
タ
ー

の
伴
奏
を
合
わ
せ
た
心
に
ひ
び
く

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

⃝
日
時　
９
月
２０
日
㈰

　

午
後
２
時
～
３
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝
定
員　
７０
人
（
ど
な
た
で
も
）

⃝
出
演　
読
み
手
：
春
川
キ
ヨ
ミ

　
　
　
　

ギ
タ
ー
：
南
雲
充
司

※ 

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
。

直
接
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

語
り
入
門
講
座

参
加
者
募
集
！

　

語
り
は
「
お
話
」
を
、
本
を
見

ず
に
語
り
ま
す
。
あ
な
た
も
「
お

話
」
を
語
っ
て
み
ま
せ
ん
か

⃝ 
期
日　
９
月
２６
日
㈯
、
１０
月
２４

日
㈯
（
全
２
回
）

⃝ 

時
間　
午
後
１
時
３０
分
～

　

３
時
３０
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

　

多
目
的
室

⃝
講
師　
春
日
み
ど
り
さ
ん

　
　
　
　

佐
藤
愛
子
さ
ん

⃝ 

内
容　
①
語
り
を
聞
く
・
テ
キ

ス
ト
を
読
む
、
②
発
表

⃝ 

対
象　
子
ど
も
に
「
お
話
」
を

語
り
た
い
人
（
２
回
参
加
が
条

件
）

⃝
定
員　
２０
人　

※
参
加
無
料

⃝ 

申
込
み　
図
書
館
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
電
話
可
）

⃝
締
切
り　
９
月
２３
日（
水
・
祝
）

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う
！

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
図
書
館

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
７

　

新
聞
紙
で
に
ょ
き
に
ょ
き
伸
び

る
タ
ワ
ー
を
つ
く
る
よ
！

⃝
日
時　
９
月
２５
日
㈮

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

⃝
会
場　
大
和
公
民
館

⃝ 

内
容　
手
袋
人
形
・
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
・
絵
本
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
手
遊
び
・
歌
・
工
作
な
ど

⃝
対
象　
０
～
３
歳
児
と
保
護
者

⃝
参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

9月の開館日時

【申込み・問合せ】
南魚沼市図書館
☎773－6677

［  南魚沼市］  月～金9：30 ～ 20：00（土日日祝は19：00
まで）　休館（図書館整理日）17日㈭

［  大　　和］  ☎777－4671　 火 ～ 金9：00 ～ 19：00
（土日日祝は17：00まで）　休館月（祝日の
場合は翌日）

［塩　　沢］    ☎782－0100　 火 ～ 金9：00 ～ 20：00
（月土日日祝は17：00まで）

みんな　の
図書館
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開館25周年記念 富岡惣一郎
「白の情景～四季のうつろい～」
⃝期　間　11月30日㈪まで
　富岡は、「一年中美しい色彩の自然
に囲まれていることの幸せに気づいて
欲しい」と、雪国の人々に語っていま
した。富岡の描いた日本の四季をお楽しみください。

五色沼・春A

「牧之画廊」の作品募集！
　雪国特有のせいがい造り建築の鈴木牧之記念館や、
雁木を持つ牧之通りを描いた作品を募集します。
⃝題　材　鈴木牧之記念館（外観）か、牧之通り
⃝サイズ　四つ切
⃝画　材　 水彩絵の具、クレヨン、（色）鉛筆、サイ

ンペンなど（油彩、CG、貼り絵などは不可）
⃝申込み　 作品の裏に名前、住所、電話番号を記入し、

記念館に提出（1人1点まで。郵送可）
⃝受　付　10月1日㈭～ 11月1日㈰
※応募作品は、牧之記念館で展示（11/7 ～ 12/7）

リコーダーミニコンサート
　市民会館リコーダー教室による秋のコンサート♪
⃝ 日　時　9月26日㈯ 14：00 ～（開場13：30）
⃝ 会　場　市民会館 多目的ホール
⃝ 料　金　無料　

ウルフルズ ツアー 2015『ボンツビカイカン』
　ワンダフル・ロックバンド “ウルフルズ” が南魚沼
に初登場。体が勝手に動き出す、ゴキゲンなサウンド
をお楽しみください！
⃝ 日　時　12月1日㈫
　19：00 ～（開場18：15）
⃝ 会　場　市民会館 大ホール
⃝ 料　金　全席指定7,000円
　（3歳以下入場不可）
※ 9月26日㈯から市民会館ほかで発売（賛助会員は、

9月12日㈯から市民会館で発売）

棟方志功アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

9月は毎日開館します
［ＪＲ六日町駅1階]　☎770－1173� ￥ �一般500円／小中高250円
URL�http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

第2期　色彩は遊ぶ
⃝期　間　～ 11月23日（月・祝）

今泉記念館アートステーション
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

9月の休館：2日㈬
☎783－4500　FAX�783－3388
URL�http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥�一般500円／小中高250円

南魚沼市民会館

☎773－5500・FAX�772－8161・FREE�0120－150－142・URL�http://www.6bun.jp

開館8：30 ～ 17：15
9月の休館：7日㈪、14日㈪、28日㈪

常設展 　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
　膨大な数の作品を残し、72年の生涯を駆け抜けた
棟方志功。豊満で力強い女性像や仏教・仏像をテーマ
とした作品を、ぜひご覧ください。
企画展 　◦期　間　11月9日㈪まで

「水の表現～水は旅をし、姿を変える～」
　浮世絵や日本画・西洋絵画まで、さまざまな作家の
表現する「水」にスポットをあて展示しています。
◦展示作家　葛飾北斎、マルク・シャガールほか

「版画の中の生き物たち」　
　高山辰雄、加山又造、脇田和など、8人の作家によ
る鳥や鯉、猫など身近な生き物の版画作品を展示。

魚沼映像アーカイブによる記録と記憶の再生プロジェクト
「光の記憶～南うおぬま地域映像アーカイブ」

⃝期　間　9月4日㈮～ 10月6日㈫
　南魚沼市・新潟大学人文学部・池田記念美術館が連
携し、幕末から昭和にかけて撮影された「南魚沼の昔
の写真と映像」を展示。映像や地芝居に関する講演会
とシンポジウムも開催します。

池田音楽クラブ・音を楽しむ集い　無料演奏会
フォークソング　9月27日㈰ 14：00 ～
※音楽クラブ会員も随時募集中

池田記念美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

9月の休館：毎週水曜日（23日を除く）、1日㈫、3日㈭、24日㈭
☎780－4080　FAX�777－3815　URL�http://www.ikedaart.jp
￥�一般500円／高校生以下（無料）

トミオカホワイト美術館
開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）

9月の休館：2日㈬、9日㈬、16日㈬
☎775－3646・FAX�775－3650　URL�http://www.6bun.jp/white/
￥�一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）
9月の「市民無料の日」は、1日㈫、8日㈫、18日㈮、28日㈪

鈴木牧之記念館

☎・FAX�782－9860
￥�一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 16：30
9月の休館：1日㈫、8日㈫、15日㈫
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郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
34

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

�
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－
２
１
９
７

魚
沼
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
記
録
と
記

憶
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
光
の
記
憶
～

南
う
お
ぬ
ま
地
域
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
」

　

幕
末
、
六
日
町
の
今
成
無
事
平

は
、
江
戸
遊
学
の
際
に
写
真
術
を

習
い
、
六
日
町
に
戻
る
と
さ
っ
そ

く
家
族
や
周
囲
の
人
を
撮
影
し
ま

し
た
。
写
真
師
で
は
な
い
一
般
の

人
が
写
し
た
写
真
と
し
て
、
県
内

初
の
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
南
魚
沼
に
は
数
多

く
の
写
真
・
映
像
が
人
々
の
記
憶

と
と
も
に
残
さ
れ
、
当
時
の
暮
ら

し
や
生
き
生
き
と
し
た
人
々
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
残
る
写
真
・
映
像

資
料
の
新
た
な
活
用
を
探
り
、
地

域
の
伝
統
文
化
の
継
承
を
目
的
に
、

南
魚
沼
市・新
潟
大
学
人
文
学
部
・

池
田
記
念
美
術
館
が
連
携
し
て
、

地
域
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
の
映
像
資

料
に
よ
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

展
覧
会
「
光
の
記
憶
～
南
う
お
ぬ

ま
地
域
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
」

期 

間　
９
月
４
日
㈮
～

　

１０
月
６
日
㈫

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
池
田
記
念
美
術
館

や
和
傘
の
防
水
性
を
高
め
る
た
め

に
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
に
残
さ
れ
た
江
戸
時

代
の
年
貢
の
完
納
を
示
す
「
皆
済

目
録
」
か
ら
、
当
時
の
年
貢
項
目

を
み
る
と
、
荏
・
荏
胡
麻
・
渋
柿

な
ど
の
生
産
に
も
年
貢
が
課
せ
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
江
戸
時
代
の

こ
の
地
域
で
荏
は
多
く
栽
培
さ
れ
、

重
要
な
生
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
江
戸
時
代
中
期
こ
ろ

に
、
生
産
性
に
優
れ
、
安
価
な
菜

種
油
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
荏
の

栽
培
は
衰
退
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

前
回
紹
介
の
柿
渋
と
同
様
に
、

荏
油
も
量
販
店
の
塗
料
コ
ー
ナ
ー

に
艶
出
し
用
の
塗
料
と
し
て
並
ん

で
い
ま
す
。
地
場
産
農
産
物
販
売

所
な
ど
で
は
、
食
用
に
荏
の
葉
や

荏
油
が
並
ん
で
い
ま
す
。
健
康
食

品
、
自
然
素
材
と
し
て
人
気
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

《
参
考
文
献
》

『
六
日
町
史
』
通
史
編
第
二
巻

荏え

　

荏
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
原
産
の

シ
ソ
（
紫
蘇
）
科
の
植
物
（
写

真
）
で
す
。「
白
紫
蘇
」、「
十
念
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

の
荏
の
栽
培
は
、
鎌
倉
時
代
に
は

始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
、
古
い
書

物
に
も
食
用
品
と
し
て
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
葉
や
実
を
食
用
に
し
、

実
か
ら
油
を
し
ぼ
り
、
生
活
に
活

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

荏
の
実
は
、
一
般
的
に
「
荏え

胡ご

麻ま

」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
実
を
絞
っ

て
作
っ
た
油
が
「
荏
油
」
で
す
。

栽
培
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
稀
少
品

で
あ
っ
た
荏
油
は
、
灯と

う

明み
ょ
う

用
の

油
と
し
て
寺
社
に
献
上
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
栽
培
が

広
が
り
、
一
般
に
普
及
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

荏
油
は
、
空
気
に
触
れ
る
と
乾

燥
し
、
固
ま
る
性
質
と
防
水
・
防

虫
・
防
腐
効
果
が
あ
り
、
木
材
の

塗
料
や
、
柿か

き

渋し
ぶ

を
塗
っ
た
紙か

み

衾ふ
す
ま

荏

講
演
会
「
南
う
お
ぬ
ま
の
映
像
と

記
憶
を
掘
り
起
こ
す
」

日
時　
９
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
３０
分
～

講 

師　

池
内
紀
（
ド
イ
ツ
文
学

者
）、
伊
藤
守
（
早
稲
田
大
学
）、

原
田
健
一
（
新
潟
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
討
論
会
）
①

「
く
ら
し
の
記
憶
と
記
録
」

日
時　
９
月
１２
日
㈯�

午
後
５
時
～

登 

壇
者　
内
藤
正
敏
（
写
真
家
）、

石
井
正
己
（
東
京
芸
術
大
学
）、

榎
本
千
賀
子
（
新
潟
大
学
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
討
論
会
）
②

「
南
う
お
ぬ
ま
の
芝
居
の
世
界
」

日
時　
９
月
２０
日
㈰

　

午
後
１
時
３０
分
～

登 

壇
者　

三
桝
京
曻
（
京
曻
一

座
）、
塩
沢
歌
舞
伎
保
存
会
の

子
ど
も
た
ち
、
山
口
清
文
（
写

真
家
）

※ 

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
も

に
、
参
加
無
料
・
池
田
記
念
美

術
館
で
開
催

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
郷
土
史
編
さ
ん
係

�

☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
史
編
さ
ん
誌

『
み
な
み
う
お
ぬ
ま
』

第
一
～
十
二
号
を
発
売
中

　

南
魚
沼
市
で
は
、
収
集
し
た
郷

土
史
資
料
を
活
用
し
て
、
身
近
な

歴
史
や
文
化
・
民
俗
な
ど
の
話
題

を
掲
載
し
た
郷
土
史
編
さ
ん
誌

「
み
な
み
う
お
ぬ
ま
」
を
刊
行
し
、

現
在
第
一
～
十
二
号
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

第 

十
二
号
の
紹
介

内 

容　
南
魚
沼
市
域
に
見
る
郷
土

史
研
究
の
あ
ゆ
み
（
大
和
地
域

編
）、
龍
谷
寺
の
け
ん
ち
ん
汁
、

忘
れ
得
ぬ
母
校
の
校
歌
、
南
魚

沼
の
校
歌
の
歴
史
、
白
米
・
枕

団
子
・
赤
飯
の
意
義
と
変
化
、

蔵
か
ら
見
た
城
内
の
食
生
活

販 

売
価
格　
１
，０
０
０
円

窓 

口　

郷
土
史
編
さ
ん
室
、
中

央
・
大
和
・
塩
沢
公
民
館
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ディスポート南魚沼
9月の休館日

7日㈪、14日㈪、
28日㈪公益財団法人 南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949－6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

教　　室　　名 開催曜日・
開始時間　 教室初日 教室内容 申込み

開始日

しなやかボディ
初心者

土
9：00

9月26日 ヨガ・ピラティスを取り入れ、柔軟でし
なやかなボディをめざします。 9月5日㈯

経験者 10：00
リフレッシュエクササイズ

［おもに未就学児がいる女性］
託児   1歳以上で、集団での

託児が可能な未就学児

木

10：30

10月1日

出産・育児としばらく運動をする機会が
少なかった人に最適な教室。運動再開の
きっかけに。
未就学児がいる人も、託児付きで安心！

9月10日㈭
らくらく青竹 13：00

青竹ふみを踏んで、全身の機能を高める
効果を狙います。
運動経験のない人も安心です！

たのしいキッズダンス NEW!［年中（5歳）～小2］ 17：30
年中から始められるヒップホップダンス。
初心者大歓迎！ 楽しく一緒に踊りましょ
う。

フラダンス 木夜 19：00
ハワイの伝統舞踊。アロハの精神で、
ゆったり楽しく踊りましょう。
笑顔で踊れば心も体も健康に！

ボディメイキング 金昼
金

10：00
10月2日

ボールを使って、楽しく、らくらくボ
ディメイク。

9月11日㈮
若返り筋力アップ 13：30 いつまでもイキイキと！ 楽しく運動して、

筋力アップ！（全8回）
※受付は先着順で、各教室とも定員に達し次第に締め切ります
　 8：30から予備受付を行い、申込み開始時刻［9：00］に定員を超える場合は、その時点で締め切り、その場で抽選
　 教室の詳しい内容などは、参加者募集要項をご覧ください。不明な点は、スポパラ事務局まで
　日程は、都合で変更する場合あり
　保険料は、会員は年会費に、一般参加者は参加料に含まれます（当該教室時のみ有効）

南魚スポーツパラダイス　第2期　陸
おか

の教室参加者募集　　第2弾！
　総合型地域スポーツクラブ南魚スポーツパラダイス（スポパラ）は、年会費6,170円で、さまざまな教室
が「無料」「割引価格」で受講できます。会員になって教室にどんどん参加し、体力アップ・健康維持増進
を図りませんか？
受講料　 スポパラ会員 今年度初めて受講する教室は、無料（キッズダンスの未就学児のみ820円）
　　　　　　　　　　　第1期に受講し、第2期も再受講する教室は2,050円
　　　　 一　般 各4,110円（若返り筋力アップ教室のみ、3,080円）
教室回数　全10回（各教室とも）

ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会
　油圧抵抗式マシンを使用し、どなたでも簡単に使い方を覚えられます。

◦日　時　9月20日㈰　12：00 ～ 13：30
◦定　員　6人（事前申込みが必要）
◦会　場　ディスポート南魚沼1階　トレーニングルーム
◦対　象　中学生以上　　　　　　　
◦申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物を用意ください

参
加
料

会員 無　料

一般 200円
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バスケットボール
日　　時　10月12日（月・祝）　8：00 ～
会　　場　大和中学校体育館
種　　目　・一般男子　　・一般女子
競技方法　 トーナメント戦（ユニフォームの着用、

帯同審判1人が条件）
参 加 費　1チーム3,000円 　
締 切 り　9月25日㈮
問 合 せ　諸橋 英樹　☎090－8894－6098

バレーボール
日　　時　10月4日㈰　8：00 ～
会　　場　六日町中学校第一体育館
種　　目　男女混合9人制
競技方法　予選リーグ戦　決勝トーナメント戦
　　　　　※代表者会議による調整の場合あり
参 加 費　1チーム3,000円
締 切 り　9月10日㈭
問 合 せ　大津 英雄　☎090－5544－1936

ソフトテニス
日　　時　10月12日（月・祝）　8：40 ～
会　　場　大原運動公園テニスコート
種　　目　・中学生の部（男女別）
　　　　　・中学3年生・高校・一般の部
競技方法　予選リーグ戦　決勝トーナメント戦
参 加 費　1人500円
締 切 り　10月2日㈮
問 合 せ　丸山 久　☎080－5071－0910

硬式テニス
日　　時　10月25日㈰　8：30 ～
会　　場　大原運動公園テニスコート
種　　目　男子・女子ダブルス（A・B）
競技方法　予選リーグ戦
　　　　　リーグ戦1位による決勝トーナメント戦
参 加 費　一般 1ペア2,000円
　　　　　学生 1ペア1,500円
締 切 り　10月18日㈰
問 合 せ　木村 和男　☎・FAX 772－4339
　　　　　木村 美恵子　☎090－2884－0690

バドミントン
日　　時　10月11日㈰　9：00 ～　
会　　場　二日町体育館
種　　目　・男子シングルス（A・B）
　　　　　・女子シングルスA（一般）
　　　　　・女子シングルスB（中学生）
　　　　　・男女別ダブルス（A・B）
　　　　　・中学生ダブルス
　　　　　・小学生男女別シングルス（5・6年生）
　　　　　・小学生シングルス（4年生以下）
競技方法　トーナメント戦　リーグ戦
　　　　　（3位決定戦あり）
　　　　　※変更する場合あり
参 加 費　シングルス600円（小・中学生300円）
　　　　　ダブルス1組1,600円（中学生1組600円）
締 切 り　9月29日㈫
問 合 せ　樋宮 孝雄　☎773－6767

サイクリング
日　　時　10月11日㈰　9：00 ～
コ ー ス　六日町大橋河川敷駐車場～
　　　　　①三国川ダム～清水峠コース
　　　　　②三国川ダム～雲洞庵コース
参 加 費　1,500円（小学生以下1,000円） 
　　　　　※保険料、昼食代を含む
締 切 り　10月7日㈬
問 合 せ　サイクリング協会事務局
　　　　　佐藤　☎772－2320

柔　道
日　　時　10月12日（月・祝）　8：30 ～
会　　場　大和中学校武道場
競技方法　・小学生 個人戦・団体戦
　　　　　・中学生 個人戦
　　　　　・高校・一般 個人戦
参 加 費　無料
締 切 り　10月3日㈯
問 合 せ　岸本 富士夫　☎090－1938－0555

主催：南魚沼市体育協会 事務局：社会教育課 生涯スポーツ係（市民会館内）　☎773－6630
※申込みは、各競技の問合せ先に連絡ください

平成27年度　市民体育祭

硬式テニス・バドミントンのクラスについて
Ａ：上級　Ｂ：初～中級
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剣　道
日　　時　10月18日㈰　8：30 ～
会　　場　六日町小学校体育館
種　　目　・小学生の部
　　　　　・中学生の部（男女別）
　　　　　・高校・一般の部（男女別）
競技方法　個人戦・団体戦
参 加 費　1人700円
締 切 り　10月10日㈯　
問 合 せ　大津 誠　☎090－5216－6974

太極拳
日　　時　10月18日㈰　13：00 ～
会　　場　塩沢勤労者体育館
内　　容　太極拳の各級講習（入門・初級・24式）
　　　　　一般の健康体操・体験教室
参 加 費　500円
締 切 り　10月17日㈯
問 合 せ　鈴木 洋之助　☎090－2160－8243

スポレック
日　　時　10月12日（月・祝）　9：00 ～
会　　場　雪国スポーツ館
種　　目　ダブルス戦（女子・混合）
競技方法　予選リーグ戦　決勝トーナメント戦
参 加 費　1人300円
締 切 り　9月30日㈬
問 合 せ　スポレック協会事務局　上村 祐貴
　　　　　☎090－7413－4810

【問合せ・申込み】　南魚沼市体育協会 事務局
 （市民会館内）　☎773－6630
　毎年好評の運動神経の発達を促す「コーディ
ネーション・トレーニング」の講習会を開催します。
　「運動が苦手な子どもに対するプログラムを知
りたい」「さらに運動神経を伸ばしたい」「興味が
ある」人の参加をお待ちしています。
日　時　9月29日㈫　19：00 ～ 21：00
会　場　六日町小学校体育館
内　容　 運動神経の発達を促すコーディネーショ

ン・トレーニングの講習会
講　師　伊佐早 信昭さん（㈱SOMUNI代表）
参加費　無料
締切り　9月25日㈮

　【問合せ・申込み】　中央公民館（市民会館内）
　　　　　　　　　　☎773－6610
　全く経験のない人もあっという間に両手で弾け
ます。あなたもピアノで楽しく脳トレをしませんか？
期　日　 10月13日㈫～ 12月22日㈫
　　　　［第2・4火曜日、全6回］
時　間　10：30 ～ 12：00
会　場　市民会館2階 講座室3
講　師　木野 裕美さん
対　象　ピアノに興味がある中高年
参加費　2,000円／月
持ち物　 キーボード（月500円で貸出もあり）、

筆記用具
締切り　10月2日㈮

南魚沼市体育協会 競技力向上委員会主催
「コーディネーション・トレーニング」講習会

中央公民館講座
「中高年から始める らくらくピアノ」

　【問合せ・申込み】　魚沼サンティックスクール
　　　　　　　　　　☎772－4554
日　時　10月31日㈯　9：00 ～ 16：00
受講料　20,000円
※詳細は、問い合わせください
　「中小企業研修受講料補助金」に該当します

部下の戦力化を早める
ＯＪＴと人材育成講座の案内
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が
ん
発
見
者
数

　

が
ん
発
見
者
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
大
半
は
早
期
が
ん
で
し
た
。

過
去
３
年
間
の
状
況
を
み
る
と
、
再
診
者

か
ら
の
が
ん
発
見
が
多
く
、
約
６
割
が
男

性
で
す
。
平
成
２５
年
の
全
国
の
が
ん
死
亡

者
を
部
位
別
に
み
る
と
、
肺
が
ん
が
男
性

で
は
１
位
、
女
性
で
は
２
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
年
に
１
回
は

検
診
を
受
け
、
早
期
に
が
ん
を
発
見
し
、

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

肺
が
ん
検
診
で
よ
く
聞
く
質
問

Ｑ

肺
の
病
気
で
定
期
的
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
る
け
ど
、
市
の
検
診
を
受

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

A

主
治
医
か
ら
肺
の
病
気
で
定
期
的
に

診
察
を
受
け
て
い
れ
ば
、
市
の
肺
が
ん

検
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
治
医
に
確
認
し
、
指
示
に
従
い
ま

し
ょ
う
。

Ｑ

要
精
密
検
査
に
な
っ
た
け
ど
、
次
回

の
検
診
で
ま
た
要
精
密
検
査
と
な
っ
た

ら
精
密
検
査
を
受
け
よ
う
と
考
え
て
い

る
。

A

精
密
検
査
が
必
要
と
い
う
判
定
が
出

た
の
に
、
す
ぐ
に
検
査
を
受
け
ず
に
、

次
回
の
検
診
を
待
っ
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
病
状
が
進
行
す
る

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
精
密
検
査
が
必

要
と
な
っ
た
ら
、
速
や
か
に
医
療
機
関

肺
が
ん
検
診

　

肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
は
、
４０
歳
以
上

の
人
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
に
よ
り
肺
全
体
を
撮
影
し
ま
す
。

肺
野
部
の
が
ん
発
見
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

問
診
の
結
果
、
①
５０
歳
以
上
で
喫
煙
指

数
（
１
日
の
喫
煙
本
数
×
年
数
）
が
６
０

０
以
上
、
②
最
近
６
か
月
以
内
に
血
痰
が

あ
っ
た
、
③
重
ク
ロ
ム
酸
・
石
綿
な
ど
を

取
り
扱
う
業
務
や
鉱
業
の
従
事
歴
が
あ
る
、

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
に
喀か

く

痰た
ん

検
査

を
薦
め
て
い
ま
す
。

　

喀
痰
検
査
は
、
肺
門
部
に
で
き
る
が
ん

を
発
見
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

と
合
わ
せ
て
喀
痰
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

結
核
検
診

　

感
染
症
法
で
６５
歳
以
上
の
人
に
は
、
年

１
回
の
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
肺
が
ん
（
結
核
）
検
診
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
市
内
で
結
核
発
症

は
な
く
、
若
い
世
代
で
は
結
核
に
対
す
る

意
識
も
薄
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
年
に
１

回
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
る
こ

と
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
２４
～
２６
年
度
の
検
診
結
果

　

肺
が
ん
検
診
受
診
者
数
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定

さ
れ
る
人
（
要
精
検
者
）
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
要
精
検
者
の
約
１
割
は
、
残

念
な
が
ら
精
密
検
査
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

精
密
検
査
は
、
ど
ん
な
検
査
を
す
る

の
？

A

Ｃ
Ｔ
検
査
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層

撮
影
法
）
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影
を

行
う
場
合
が
多
数
で
す
。
Ｃ
Ｔ
検
査
が

で
き
る
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

Ｑ

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
か
ら
肺
が
ん
検

診
は
受
け
な
く
て
い
い
。

A

肺
は
呼
吸
を
す
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
器
官
で
す
。
た
ば
こ
の
煙
に

は
、
多
く
の
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
肺
が
ん
が
喫
煙
と
関
係
が
深

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
非
喫
煙
者

に
も
発
症
し
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
人

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
吸
わ
な
い
人
も

年
に
１
回
は
肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

長
年
の
喫
煙
習
慣
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
（
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。

咳
、
痰
、
息
切
れ
と
い
っ
た
症
状
を
引

き
起
こ
し
、
日
常
生
活
を
困
難
に
し
ま

す
。
注
意
が
必
要
で
す
。

肺がん検診
年度 24 25 26

受 診 者 数（人） 8,211 7,805 7,318

要精検者数（人） 173 133 216

精検受診率（％） 90.8 93.2 88.4

がん発見数（人） 5 6 8

【
問
合
せ
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

肺
が
ん
（
結
核
）
検
診

シ
リ
ー
ズ 

が
ん
予
防
③

肺門部

肺野部 肺野部
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南
魚
沼
市
の
自
殺
者
の
現
状

　

南
魚
沼
市
は
、
平
成
２２
年
の
人
口
動
態

調
査
で
平
均
寿
命
が
男
性
８０
．５８
歳
、
女

性
８６
．８
歳
と
な
り
、
長
寿
の
地
域
で
す
。

し
か
し
、
自
殺
率
が
高
い
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
自
殺
者
数
は
、
平
成
１７

～
２６
年
の
年
間
平
均
で
、
２２
人
と
お
よ
そ

２
週
間
に
１
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
と
う
つ
病（
気
分
障
が
い
）の
関
係

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
多
く
に
、「
う

つ
（
気
分
障
が
い
）」
が
背
景
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
や
る
気
が
で

な
い
」「
眠
れ
な
い
」「
自
分
を
責
め
る
」

な
ど
の
辛
い
状
態
が
続
く
と
、
冷
静
さ
や

判
断
力
を
失
い
、
自
殺
に
結
び
つ
き
や
す

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

悩
み
が
大
き
い
・
や
る
気
が
出
な
い
時
は

①
ま
ず
は
休
養
を
取
る

　

何
か
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
解
決
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ず
、
気
持
ち

が
動
揺
し
た
り
、
気
力
が
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
は
焦
ら
ず
に
、

心
を
ひ
と
休
み
さ
せ
た
方
が
よ
い
場
合
が

多
く
あ
り
ま
す
。
早
く
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
と
気
持
ち
ば
か
り
焦
り
、
空
回

り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
ず

は
気
持
ち
を
落
ち
着
け
、
ひ
と
休
み
し
ま

し
ょ
う
。

② 

元
気
が
出
た
ら
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る

　

少
し
元
気
を
取
り
戻
し
た
ら
、
気
分
転

換
を
し
て
「
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
」
を
入
れ

て
み
ま
し
ょ
う
。
生
活
を
振
り
返
り
、
少

し
で
も
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
や
楽
し

め
る
こ
と
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

③
問
題
解
決
に
取
り
組
む

　

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
気
力
が
出

て
き
た
ら
、
改
め
て
問
題
に
目
を
向
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
問
題
に
直
面
す
る
と
嫌
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
無
理
を
せ
ず
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

④
で
き
る
だ
け
多
く
の
解
決
策
を
考
え
る

　

悩
ん
で
い
る
時
に
、
簡
単
に
解
決
策
を

見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
よ
い
策

か
ど
う
か
は
別
に
、
多
く
の
解
決
策
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
信
頼
で
き
る
人
に
相

談
す
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
解
決
策
を
見

つ
け
ら
れ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
相
談
を
受
け
る
人
も
、

思
い
悩
む
あ
な
た
の
様
子
を
だ
ま
っ
て
見

て
い
る
よ
り
も
、
相
談
を
受
け
る
こ
と
で

気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

⑤
考
え
方
を
広
げ
る

　
「
自
分
は
ダ
メ
だ
」「
誰
に
も
わ
か
っ
て

も
ら
え
な
い
」
と
決
め
つ
け
、
自
分
を
追

い
詰
め
る
と
ま
す
ま
す
辛
く
な
り
ま
す
。

そ
の
思
い
込
み
に
縛
ら
れ
ず
に
、
改
め
て

「
実
際
に
起
き
た
こ
と
」「
自
分
の
気
持
ち

や
考
え
」「
誤
っ
て
捉
え
て
い
な
い
か
」

を
柔
軟
に
考
え
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な

こ
と
を
見
落
と
し
て
い
な
い
か
も
う
一
度

振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

専
門
窓
口
を
利
用
く
だ
さ
い

　

う
つ
状
態
に
あ
る
時
は
、
専
門
家
へ
の

相
談
や
、
治
療
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
下
記
の
相
談
窓
口
を
気
軽
に
利
用
く

だ
さ
い
。

専
門
医
に
よ
る
「
う
つ
・
自
殺
予
防
講

演
会
」
を
開
催

　

う
つ
病
は
一
生
の
う
ち
に
、
５
人
に
１

人
が
か
か
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
身
近
な
病

気
で
す
。

　

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関
与
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
直
前
に
う
つ

状
態
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
防
げ
る
場
合

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
う
つ
症

状
に
、
本
人
や
周
囲
の
人
が
早
目
に
気
づ

き
、
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

う
つ
病
に
つ
い
て
、
精
神
科
の
医
師
か

ら
話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
１５
日
㈫

　

午
後
７
時
～
８
時
３０
分

会 
場　

藪
神
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
〔
一
村
尾
〕

内 

容　

う
つ
病
の
症
状
と
自
殺
の
関
連
、

生
活
習
慣
に
つ
い
て

講 

師　
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
病
院
事
業
管

理
者 

宮
永
和
夫

【
問
合
せ
】
保
健
課

�
☎
７
７
３

－

６
８
１
１

実
践
！「
こ
こ
ろ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」

～
９
月
は
、
自
殺
対
策
推
進
月
間
～

一人で悩まず、相談窓口を利用ください 
相談窓口 電話番号 開設時間

保健課（本庁舎南分館） 773－6811 月～金（祝日除く）8：30 ～ 17：15
南魚沼地域振興局 健康福祉環境部（南魚沼保健所）
※心の健康相談会も実施しています 772－8137 月～金（祝日除く）8：30 ～ 17：15

中越いのちとこころの支援センター 0258－88－0070 月～金（祝日除く）8：30 ～ 17：15
新潟県精神保健福祉センター 025－280－0113 月～金（祝日除く）8：30 ～ 17：00
南魚沼市消費生活センター

（多重債務などに関すること）※要予約 772－2541 月～金（祝日除く）9：00 ～ 16：00
※予約すれば時間外も対応

新潟いのちの電話（長岡） 0258－39－4343 毎日24時間対応
こころの相談ダイヤル 0570－783－025 毎日24時間対応
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⃝受付・診療時間　午前：月曜～土曜　〔受付〕8：30 ～ 11：30　〔診療〕9：00 ～
　　　　　　　　　午後：月曜～金曜　第1・第3土曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
 【問合せ】城内診療所　☎775－2009

月 火 水 木 金 土
日

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
1日 2日 3日 4日 5日 6日

高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 寺田 堀内 堀内 休診

7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日

高橋 高橋 高橋 寺田 高橋 休診 高橋 高橋 高橋 高橋 福本 休診 休診

14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日

高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 高橋 休診 寺田 薄田 薄田 休診

21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日
休　診

（敬老の日）
休　診

（国民の休日）
休　診

（秋分の日） 風間 高橋 高橋 寺田 福本 休診 休診

28日 29日 30日 お知らせ    第1・第3土曜日は午後も診療を行いま
す。第2・第4水曜日の午後は、外来を休診します。高橋 高橋 高橋 寺田 高橋 高橋

9月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
保
健
課

�

☎
７
７
３

－

６
８
１
１

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

い
つ
も
の
暮
ら
し
に
が
ん
検
診
を

　

国
民
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
に
か

か
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

初
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
あ
り
ま

せ
ん
。
検
診
で
初
期
段
階
の
が
ん
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

早
期
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

身
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
、
生
存
率
も
大
き
く
高
ま
り
ま
す
。
治

療
費
の
負
担
も
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

９
月
は
「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。
あ

な
た
は
今
年
、「
が
ん
検
診
」
を
受
け
ま

し
た
か
。
市
の
住
民
健
診
は
１１
月
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
を
受
け
て
い
な
い

人
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市 

で
実
施
の
が
ん
検
診　
肺
が
ん
（
結
核

検
診
を
兼
ね
る
）、
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
、
前
立
腺
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳

が
ん

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
が
ん
検
診

を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と
を
習
慣
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
６

心
理
相
談
を
開
催

～
秘
密
厳
守
～

　

義
務
教
育
終
了
後
か
ら
３９
歳
ま
で
の
困

難
を
抱
え
た
若
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
心
理
相
談
を
行
い
ま
す
。

家
族
か
ら
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

対 

象　

発
達
障
が
い
・
不
登
校
・
ニ
ー

ト
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
で
お
悩
み
の
若

者
と
そ
の
家
族

日
時　
９
月
２９
日
㈫　

午
前
１０
時
～
１１
時

会 
場　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
１
階 

相
談
室

締
切
り　
９
月
２５
日
㈮

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

相
談
員
に
よ
る
電
話
・
来
所
相
談
に
随
時

応
じ
ま
す
。
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市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

【
問
合
せ
・
申
請
】

　
臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
局

　
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

�

☎
７
７
５

－

７
５
５
５

臨
時
福
祉
給
付
金
の

受
付
を
開
始

　

支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

人
に
、
申
請
書
を
郵
送
済
で
す
。

対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ

と
）

・ 

基
準
日
〔
平
成
２７
年
１
月
１

日
〕
に
、
南
魚
沼
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
が
あ
る
（
外
国

人
を
含
む
）

・ 

平
成
２７
年
度
の
市
県
民
税
（
均

等
割
）
非
課
税
者
と
、
非
課
税

者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

（
扶
養
し
て
い
る
人
が
課
税
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
対
象
外
）

※ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
と

基
準
日
以
降
に
死
亡
し
た
人
は
、

対
象
外

申 

請　
必
要
書
類
を
添
え
て
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
か
、

持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

同
封
の
申
請
書
記
載
例
か
ら
、

押
印
や
記
載
、
添
付
も
れ
が
な

い
こ
と
を
確
認
く
だ
さ
い

受 

付
期
間　
９
月
１
日
㈫
～

　

１２
月
１
日
㈫
（
消
印
有
効
）

給 

付
額　

１
人
に
つ
き
６
，０
０

０
円

※ 

平
成
２７
年
度
は
加
算
措
置
が
あ

り
ま
せ
ん

　
「
対
象
者
だ
と
思
う
が
、
申
請

書
が
届
か
な
い
」
な
ど
、
不
明
な

点
は
、
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
総
務
課 

防
災
庶
務
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
０

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

災
害
に
備
え
て

�

事
前
の
準
備
を

　

９
月
１
日
は
関
東
大
震
災
が
発

生
し
た
日
で
あ
る
と
と
も
に
、
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
で
も

あ
り
、「
防
災
の
日
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
地
震
や
台
風
、
集
中
豪

雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
多
発
し
、

各
地
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
、「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
こ
と
を
意
識
し
、
日

ご
ろ
か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
家
具
の
転
倒
防
止
や
食
料

品
・
飲
料
水
の
備
蓄
、
非
常
持
出

品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

食 

料
品
・
飲
料
水　
最
低
３
日
分

を
備
蓄
。
飲
料
水
は
１
人
１
日

３
リ
ッ
ト
ル
が
目
安

貴 

重
品　

現
金
、
通
帳
、
印
鑑
、

権
利
証
な
ど

懐 

中
電
灯
・
携
帯
ラ
ジ
オ　
予
備

電
池
を
含
め
て
準
備

救 

急
セ
ッ
ト　

包
帯
、
三
角
巾
、

脱
脂
綿
、
消
毒
液
な
ど

生 

活
用
品　

下
着
な
ど
の
衣
類
、

雨
具
、
タ
オ
ル
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

軍
手
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

　

高
齢
者
の
急
病
な
ど
、
緊
急
時

に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。

　

装
置
は
、
救
急
ボ
タ
ン
、
相
談

ボ
タ
ン
、
火
災
セ
ン
サ
ー
（
台

所
）、
人
感
セ
ン
サ
ー
（
２４
時
間

見
守
り
）、
電
話
で
の
安
否
確
認

（
月
１
回
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
人
は
、
世
帯
状
況
、

心
身
や
生
活
状
況
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
で
す
。

世
帯
状
況

① 

お
お
む
ね
６５
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し

② 

寝
た
き
り
な
ど
、
重
度
の
介
護

を
要
す
る
人
が
い
る
高
齢
者
の

み
の
世
帯

③ 

重
度
身
体
障
が
い
者
の
一
人
暮

ら
し
な
ど
、
①
と
②
に
準
ず
る

世
帯

心
身
や
生
活
の
状
況

① 

発
作
が
起
き
る
よ
う
な
疾
病
が

あ
る

② 

体
調
や
気
持
ち
が
不
安
定
で
、

た
び
た
び
の
受
診
や
見
守
り
が

必
要

③ 

物
忘
れ
や
注
意
力
の
低
下
が
あ

り
、
火
災
や
事
故
が
発
生
す
る

心
配
が
あ
る

④ 

隣
家
が
遠
い
、
近
所
づ
き
あ
い

が
な
い
な
ど
、
緊
急
時
の
発
見

が
遅
く
な
る
可
能
性
が
高
い

⑤ 

自
分
で
電
話
を
か
け
ら
れ
な
い

な
ど
、
緊
急
時
の
連
絡
手
段
が

な
い

⑥ 

そ
の
他
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ

る
状
況
に
あ
る

料
金　
１
か
月
４
０
０
円

申 

込
み　
福
祉
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー

※ 
認
知
症
な
ど
で
装
置
の
操
作
が

難
し
い
人
に
は
、
貸
与
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
〔
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
内
〕

�

☎
７
７
２

－

２
５
４
１

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
、
お
金
に
ま
つ
わ
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人

に
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
１
件
約
３０
分
。
希

望
す
る
人
は
、
前
日
正
午
ま
で
に

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
の
概
要
を
相
談
員
が
伺
い

ま
す

日
時　
９
月
２４
日
㈭

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会 

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

１
階 

相
談
室

※ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
市
民
課 
市
民
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

「
法
の
日
」
週
間
・「
暮
ら
し

の
無
料
法
律
相
談
会
」
開
設

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

　

１０
月
１
日
を
「
法
の
日
」、
１０

月
１
日
～
７
日
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
て
、
全
国
各
地
で
法
の
尊

重
や
人
権
擁
護
の
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

市
で
は
「
暮
ら
し
の
無
料
法
律

相
談
会
」
を
開
設
し
、
法
律
、
戸

籍
の
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

日
時　
１０
月
６
日
㈫

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会 

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 

２
階 

大
会
議
室
・
小
会
議

室
・
多
目
的
ホ
ー
ル

相
談
内
容

① 

土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、

抵
当
権
の
設
定
、
土
地
・
建
物

な
ど
の
登
記
の
問
題

②
土
地
の
境
界
の
問
題

③ 

会
社
の
設
立
、
役
員
変
更
な
ど
、

法
人
登
記
の
問
題

④ 

結
婚
、
離
婚
、
養
子
縁
組
や
国

籍
取
得
な
ど
、
戸
籍
・
国
籍
の

問
題

⑤ 

地
代
、
家
賃
な
ど
、
供
託
の
問

題
⑥ 

家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
、
不
当
な
差
別
な
ど
、

人
権
の
問
題

⑦ 

金
銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重
債

務
な
ど
の
問
題

⑧
年
金
の
問
題

相 

談
担
当
者　
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

※ 
相
談
を
し
た
い
人
は
、
直
接
会

場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

弁
護
士
へ
の
相
談
は
、
予
約
が

必
要
で
す
（
相
談
時
間
は
、
１

人
３０
分
程
度
）

【
問
合
せ
】

　
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

　

新
潟
地
方
法
務
局
と
新
潟
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

７
日
㈪
～
１３
日
㈰
を
、「
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
法
務

局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
人
権
問
題
に
関

す
る
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相 

談
内
容　
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
相
談
専
用
電
話
（
全
国
共
通
人
権

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－
１
１
０

期 

日　

９
月
７
日
㈪
～
１１
日
㈮

［
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
７
時
］、

１２
日
㈯
・
１３
日
㈰
［
午
前
１０
時

～
午
後
５
時
］

【
問
合
せ
】

　
法
務
局 

南
魚
沼
支
局

�

☎
７
７
２

－

３
７
４
２

全
県

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

電
話
相
談
を
実
施

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
９
月
１２
日
㈯
・
１３
日
㈰
の

２
日
間
を
、
全
県
「
子
ど
も
の
人

権
相
談
日
」
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相 

談
内
容　
い
じ
め
・
体
罰
・
虐

待
な
ど
広
く
子
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
問
題

相
談
専
用
電
話
（
全
国
共
通
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
発
信
不
可

期 

日　

９
月
１２
日
㈯
・
１３
日
㈰

［
午
前
１０
時
～
午
後
５
時
］

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
新
潟
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　
長
岡
支
部
長 

平
澤
紀
明

�

☎
０
２
５
８

－

８
２

－

６
４
５
３

障
が
い
年
金
相
談
会
を
開
催

～
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
～

　

精
神
や
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、

「
就
労
に
大
き
な
支
障
が
あ
る
」

「
就
労
で
き
な
い
」「
日
常
生
活
で

多
く
の
介
護
支
援
が
必
要
」
な
人

で
、
障
が
い
年
金
の
受
給
資
格
や

申
請
方
法
な
ど
を
知
り
た
い
人
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
９
月
２５
日
㈮

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

１
階 

相
談
室

※
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

【
問
合
せ
】

　
建
設
課 

維
持
管
理
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
４

「
魚
野
川
河
川
美
化
運
動
」

参
加
者
募
集

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
５
月
～
１０
月

の
毎
月
第
４
土
曜
日
に
１
時
間
程

度
、
六
日
町
大
橋
付
近
の
河
川
敷

で
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

注 

意
事
項　
傷
害
保
険
な
ど
の
加

入
は
な
い
の
で
、
個
人
責
任
で

参
加
で
き
る
人

９
月
の
活
動　
９
月
２６
日
㈯

午
前
６
時
～
、
六
日
町
大
橋
の

下
集
合
（
坂
戸
側
）

【
問
合
せ
】

六
日
町
会
場 

池
田

 

☎
０
９
０

－

５
５
７
４

－

５
３
０
２

 

メ
ー
ル
：paradox1043@gmail.com

浦
佐
会
場 

黒
岩

 

☎
７
７
７

－

４
１
４
４

 

（
南
魚
沼
法
律
事
務
所
）

 

メ
ー
ル
：m

kuroiw
a@

m
ulo.jp

不
登
校
親
の
会

　

不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
親
の

情
報
交
換
の
場
で
す
。
子
ど
も
や

学
校
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。

六
日
町
会
場

期
日　
毎
月
第
３
金
曜
日

時
間　
午
後
７
時
３０
分
～
９
時

会
場　
市
民
会
館
２
階 

講
座
室

浦
佐
会
場

期
日　
毎
月
第
２
木
曜
日

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

会 

場　
だ
ん
ぼ
の
部
屋
〔
浦
佐
小

学
校 

体
育
館
ピ
ロ
テ
ィ
〕

※ 

申
込
み
不
要
。
都
合
で
日
程
変

更
す
る
場
合
あ
り
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【
問
合
せ
】
下
水
道
課

�

☎
７
７
４

－

２
７
４
０

９
月
１０
日
は「
下
水
道
の
日
」

忘
れ
な
い
。
暮
ら
し
の
下
に

下
水
道

排
水
設
備
の
適
切
な
維
持
管
理

汚
水
ま
す

　

宅
地
内
に
あ
る
汚
水
ま
す
に
破

損
が
な
い
か
点
検
し
、
破
損
が
あ

る
場
合
は
、
す
ぐ
に
修
繕
く
だ
さ

い
。
破
損
が
あ
る
と
雨
水
や
融
雪

水
が
下
水
道
に
流
入
し
、
流
入
水

に
よ
っ
て
処
理
場
で
の
汚
水
処
理

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

飲
食
店
な
ど
の
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ

プ
（
油
脂
分
離
装
置
）

　

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
適
切
な

維
持
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

維
持
管
理
を
お
こ
た
り
、
油
脂
類

が
下
水
道
管
に
流
入
し
、
閉
塞
す

る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
維

持
管
理
方
法
は
、
設
置
し
た
業
者

か
、
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

排
水
設
備
の
変
更

　

排
水
設
備
の
改
築
・
増
設
な
ど

を
行
う
場
合
は
、
市
に
申
請
を
し
、

確
認
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
を
行
う
場
合
は
、

排
水
設
備
等
指
定
工
事
店
を
通
し
、

申
請
く
だ
さ
い
。

下
水
道
に
接
続
く
だ
さ
い

　

下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
に

な
っ
た
ら
、
速
や
か
に
接
続
し
ま

し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
下
水
道
接
続
の
た
め

に
、
接
続
促
進
補
助
事
業
と
無
利

子
の
融
資
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い
。

※ 

接
続
促
進
補
助
事
業
は
一
部
地

域
を
除
き
、
今
年
度
で
終
了
し

ま
す
。
ま
た
、
制
度
の
利
用
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

下
水
道
課
ま
で

平
成
２６
年
度
末
の
南
魚
沼
市
の

下
水
道
普
及
率
（
下
水
道
を
利

用
可
能
な
人
口
割
合
）：
９７
．

９
％

水
洗
化
率
（
下
水
道
を
利
用
し

て
い
る
人
口
割
合
）：
８６
．０
％

新
潟
県
下
水
道
公
社
（
六
日
町
浄

化
セ
ン
タ
ー
〔
五
日
町
〕）
か
ら

の
お
願
い

　

処
理
場
は
、
小
さ
な
微
生
物
の

働
き
で
下
水
を
き
れ
い
に
し
て
い

ま
す
。
灯
油
や
天
ぷ
ら
油
を
流
す

と
、
微
生
物
が
弱
り
、
処
理
能
力

が
低
下
し
ま
す
。
油
な
ど
は
、
絶

対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

平
日
の
施
設
見
学
が
で
き
ま
す
。

気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】「
う
お
ぬ
ま
・
米

ね
っ
と
」
事
務
局

�

☎
７
８
８

－

０
４
８
５

「
う
お
ぬ
ま
米
ね
っ
と
」

事
務
局
の
移
転

　
「
う
お
ぬ
ま
米
ね
っ
と
」
事
務

局
は
、
８
月
１
日
か
ら
魚
沼
基
幹

病
院
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
「
米
ね
っ
と
カ
ー
ド
」
の
利
用

申
込
み
は
、
市
民
課
、
大
和
・
塩

沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

新 
住
所　
南
魚
沼
市
浦
佐
４
１
３

２
〔
魚
沼
基
幹
病
院
内
、
患
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
隣
〕

※
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん

【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
３

－

６
６
１
１

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

　

子
育
て
の
『
わ
』（
輪
・
和
・

話
）
を
ひ
ろ
げ
よ
う
！ 

気
楽
に

参
加
し
て
ね
。
初
め
て
の
人
、
里

帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た
人
、

み
ん
な
大
歓
迎
！

六
日
町
地
区
第
２
回
「
そ
だ
ち

学
級
」

日
時　
９
月
１２
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会 

場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

内 

容　
「
お
祭
り
だ
よ
♪
み
ん
な

で
楽
し
も
う
♪
」
な
に
を
す
る

か
は
お
楽
し
み
！
（
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
用
の
マ
イ
カ
ッ
プ
を
持
参

く
だ
さ
い
）

五
十
沢
地
区
第
２
回
「
そ
だ
ち

学
級
」

日
時　
９
月
１２
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
３０
分
～
）

会 

場　

五
十
沢
地
域
開
発
セ
ン

タ
ー

内 

容　
「
み
ん
な
で
ウ
キ
ウ
キ
♥

楽
し
も
う
♪
」
音
楽
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
そ
う
。
ゲ
ー
ム
も

あ
る
よ
！

大
巻
地
区
第
２
回
「
そ
だ
ち
学

級
」

日
時　
９
月
１２
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
１１
時
２０
分

　
（
受
付
：
午
前
９
時
４５
分
～
）

会
場　
大
巻
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

内 

容　
「
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う
♪
」

親
子
で
か
わ
い
い
う
ち
わ
作
り
。

あ
そ
ん
だ
あ
と
に
は
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
♪

共
通
事
項

対 

象　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
大
歓

迎
！
）

料 

金　
無
料
（
保
険
料
１
人
１０
円

負
担
）

申 

込
み　
不
要
。
動
き
や
す
い
服

装
で
、
直
接
会
場
に
お
こ
し
く

だ
さ
い
。（
違
う
地
区
の
人
も

参
加
可
）

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

９
月
は

高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間

～
広
げ
よ
う 

支
え
合
い
～

　

９
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月

間
で
す
。
地
域
の
高
齢
者
を
み
ん

な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３

活
動

あ 

い
さ
つ　
ご
近
所
で
声
を
か
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

気 

く
ば
り　
地
域
で
さ
り
げ
な
く

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

助 

け
合
い　
普
段
と
違
う
こ
と
が

な
い
か
目
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
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【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

 

商
工
観
光
課
（
し
お
ざ
わ
秋
の

収
穫
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
）

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３

－

６
７
１
０

「
し
お
ざ
わ
秋
の
収
穫
祭
」 

出
演
者
・
出
店
者
募
集

　

１０
月
２５
日
㈰
に
、
道
の
駅
南
魚

沼
で
開
催
の
「
し
お
ざ
わ
秋
の
収

穫
祭
」
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
出
演

者
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食

店
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

ダ
ン
ス
・
楽
器
演
奏
・
歌
唱
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
（
ジ
ャ
ン

ル
不
問
）

参
加
費　
無
料

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
［
①
］

飲
食
店
［
②
］

参 

加
資
格　
市
内
に
住
所
が
あ
る

２０
歳
以
上
の
個
人
か
、
市
内
に

事
業
所
が
あ
る
法
人
や
団
体
な

ど
区 

画　
①
間
口
３
ｍ
×
奥
行
き
３

ｍ
（
テ
ン
ト
な
ど
は
、
各
自
で

用
意
。
生
き
物
・
食
料
品
は
不

可
）、
②
間
口
５
．４
ｍ
×
奥
行

き
３
．６
ｍ
（
電
源
以
外
の
資

材
は
、
各
自
で
用
意
）

出 

店
料　

①
１
区
画
５
０
０
円
、

②
２
，０
０
０
円
（
テ
ン
ト
利

用
は
別
途
３
，０
０
０
円
）

※ 

飲
食
店
は
、
臨
時
食
品
営
業
許

可
の
申
請
が
必
要
（
様
式
な
ど

は
実
行
委
員
会
か
ら
送
付
）

申 

込
み
（
共
通
）　

申
込
書
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
な
ど
を

記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
商
工
観
光
課
に
提
出

※ 

飲
食
店
は
販
売
品
目
な
ど
を
考

慮
し
、
出
店
者
を
実
行
委
員
会

で
選
定
。

　

申
込
書
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
希
望
で
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
も
可
）

締
切
り　
９
月
２５
日
㈮

※ 

申
込
み
多
数
の
場
合
、
早
期
に

締
め
切
る
場
合
あ
り

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
商
工
観
光
課 

観
光
交
流
班

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
７
３

－

６
７
１
０

メ
ー
ル kankou@

city. 
 

m
inam

iuonum
a.lg.jp

参
加
団
体
・

　
グ
ル
ー
プ
募
集
！

に
い
が
た
狼
煙
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
１
５

　

災
害
復
興
や
地
域
の
ま
ち
お
こ

し
を
目
的
に
、
県
内
の
山
城
跡
な

ど
で
狼
煙
上
げ
を
行
う
「
に
い
が

た
狼
煙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
今
年

度
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
狼
煙
上
げ

に
参
加
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
ま
す
。

日
時　
１０
月
１８
日
㈰

　

午
前
１１
時
こ
ろ
（
目
安
）

※ 

強
風
な
ど
の
荒
天
時
は
、
各
団

体
の
判
断
で
中
止
の
こ
と

実 

施
場
所　
参
加
者
主
体
の
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
、
土
地
所
有
者
や

周
辺
住
民
な
ど
の
了
解
が
得
ら

れ
る
場
所
で
あ
れ
ば
自
由

※ 

事
前
に
了
解
を
得
て
か
ら
応
募

く
だ
さ
い

対 

象　

大
人
２
人
以
上
を
含
む
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
す
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ

申 

込
み　
団
体
名
、
狼
煙
上
げ
予

定
場
所
、
担
当
者
名
、
連
絡
先

［
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
］
を
メ
ー
ル
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

連
絡
く
だ
さ
い
。（
後
日
、
資

料
を
送
付
。
同
封
の
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
返

送
の
こ
と
）

締
切
り　
９
月
２５
日
㈮

【
問
合
せ
】特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
八
色
園

�

☎
７
７
７

－

３
８
１
１

八
色
園
創
立
４０
周
年
記
念

講
演
会

日
時　
１０
月
３
日
㈯

　

午
後
１
時
３０
分
～
４
時

会 

場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

「
さ
わ
ら
び
」〔
天
王
町（
浦
佐
）〕

内 

容
［
講
師
］　

第
１
部
講
演

「
あ
な
た
は
、
ど
ん
な
老
い

方
・
死
に
方
を
し
た
い
で
す

か
」［
前
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

院
長
・
八
色
園
顧
問 

斎
藤
芳

雄
］、
第
２
部
講
演
「
虐
待
か

ら
見
え
て
く
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

～
拘
束
虐
待
ゼ
ロ
作
戦
～
」

［
厚
生
労
働
省 

身
体
抑
制
ゼ
ロ

推
進
会
議
委
員 

鳥
海
房
枝
］、

第
３
部
質
疑
応
答
（
対
談
）

「
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
プ
ロ

２
人
の
先
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
疑

問
や
今
後
の
少
子
高
齢
社
会
の

乗
り
切
り
方
を
聞
い
て
み
よ

う
」［
斎
藤
芳
雄
・
鳥
海
房
枝
］

費
用　
無
料

定
員　
３
０
０
人
（
先
着
）

※
事
前
申
込
み
不
要

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 

警
防
課 

救
急
係

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

普
通
救
命
講
習
会

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
応
急

手
当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？ 

心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
扱
い
な
ど
、
実

技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

初
め
て
の
人
も
、
気
軽
に
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
９
月
１２
日
㈯

　

午
前
９
時
～
正
午

会 

場　

南
魚
沼
市
消
防
署
〔
竹

俣
〕

定
員　
３０
人
程
度

費
用　
無
料

※ 

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
。

実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

医
療
法
人
社
団 

萌
気
会
様

〔
天
王
町
〕
か
ら
、
学
童
保
育

大
空
ク
ラ
ブ
で
使
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
業
務
用
エ
ア
コ

ン
１
基
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
厚
意
に
沿
う
よ
う
、
有
効

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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【
問
合
せ
】

　
消
防
本
部 
警
防
課 

救
急
係

�

☎
７
８
２

－

５
３
３
１

愛
の
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催

　
「
愛
の
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
消
防
車
・
救
急

車
の
展
示
、
消
防
○
×
ク
イ
ズ
な

ど
、
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

す
。
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
５
日
㈯

　

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

会
場　
イ
オ
ン
六
日
町
店
駐
車
場

内 

容　
消
防
車
・
救
急
車
の
展
示
、

ミ
ニ
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
消
火

器
使
用
体
験
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
ミ
ニ
講

習
、
消
防
○
×
ク
イ
ズ
な
ど

※
内
容
を
変
更
す
る
場
合
あ
り

【
問
合
せ
】
国
土
交
通
省 

長
岡

国
道
事
務
所 

調
査
課

�

☎
０
２
５
８

－

３
６

－
４
５
８
２

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情

勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調

査
を
、
９
月
～
１１
月
に
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
自
動
車
の
使

わ
れ
方
や
道
路
の
状
況
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
、
お
お
む
ね
５
年

に
１
回
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
自
動
車
の

所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
調
査
に
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
結
果
は
、
将
来
の
道
路
計
画

や
都
市
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
た

め
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
サ
ー
ビ
ス
店
会

�

☎
７
７
２

－

４
４
１
４

つ
け
も
ん
品
評
会
を
開
催

う
ん
め
～
つ
け
も
ん
食
い
に
こ

ら
っ
し
ゃ
い
！

　

市
内
の
腕
自
慢
が
漬
け
た
漬
け

物
の
品
評
会
を
開
催
し
ま
す
。
気

に
い
っ
た
漬
け
物
に
投
票
く
だ
さ

い
。
人
気
の
漬
け
物
に
は
、
市
長

賞
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

漬
け
物
を
食
べ
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　
９
月
１５
日
㈫

　

午
前
１１
時
～
午
後
２
時

　
（
表
彰
式
：
午
後
３
時
～
）

会 

場　

市
民
会
館 

多
目
的
ホ
ー

ル
※ 

参
加
無
料
。
ふ
れ
愛
ポ
イ
ン
ト

を
、
来
場
者
に
１
ポ
イ
ン
ト
、

マ
イ
箸
・
マ
イ
皿
持
参
者
に
１０

ポ
イ
ン
ト
贈
呈

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県 

都
市
政
策
課

�

☎
０
２
５

－

２
８
０

－
５
４
２
６

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

９
月
１
日
㈫
～
１０
日
㈭
は
屋
外

広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す
。

　

新
潟
県
で
は
屋
外
広
告
物
条
例

を
定
め
て
、「
良
好
な
景
観
の
形

成
」「
自
然
の
お
も
む
き
の
維
持
」

「
広
告
物
の
倒
壊
・
落
下
な
ど
に

よ
る
危
険
防
止
」
を
目
的
に
、
規

制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
景
観
維
持
の
た
め
に
、

屋
外
広
告
物
条
例
を
守
り
ま
し
ょ

う
。【

問
合
せ
】
農
林
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
３

電
気
さ
く
の
事
故
に

注
意
を
！

　

市
内
や
近
隣
市
町
で
も
サ
ル
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
か
ら
農
作
物
を
守

る
た
め
に
、
電
気
さ
く
が
設
置
さ

れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

電
気
さ
く
周
辺
の
危
険
表
示
に

注
意
し
、
む
や
み
に
電
線
に
触
れ

な
い
よ
う
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
電
気
さ

く
の
付
近
で
遊
ば
せ
た
り
、
近
づ

け
な
い
よ
う
に
指
導
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
秘
書
広
報
室

�

☎
７
７
３

－

６
６
５
８

シ
リ
ー
ズ 

市
民
の
声
⑩

老
人
会
に
つ
い
て

【
市
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
】

　

区
の
役
員
が
強
制
の
よ
う
な
態

度
で
入
会
を
勧
め
ま
す
。
６０
歳
定

年
か
ら
６５
歳
定
年
に
社
会
が
動
い

て
い
ま
す
。
市
か
ら
の
補
助
金
が

人
数
に
応
じ
て
払
わ
れ
る
た
め
ら

し
い
の
で
す
が
、
今
時
の
社
会
情

勢
に
あ
っ
て
い
な
い
気
が
し
ま
す
。

「
定
年
後
も
希
望
に
よ
り
」
を
原

則
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

【
市
か
ら
の
返
事
】

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
各
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
の
自
主
的
な
組
織
で

す
。
昭
和
２５
年
こ
ろ
に
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
で
誕
生
し
、
全
国

に
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
を
通

し
て
、
地
域
の
高
齢
者
が
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
仲
間

づ
く
り
を
基
礎
と
し
、
相
互
に
支

え
あ
い
、
楽
し
く
社
会
貢
献
で
き

る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
目
的
に
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
、老

人
ク
ラ
ブ
に
は
、
高
齢
者
を
主
体

と
し
た
介
護
予
防
や
地
域
の
見
守

り
活
動
強
化
の
点
か
ら
、
さ
ら
な

る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
加
入
年
齢
は
、

国
が
定
め
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等

事
業
実
施
要
綱
で
会
員
年
齢
を
６０

歳
以
上
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
も
そ
れ
に
準
じ
て

６０
歳
以
上
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
か
ら
６０
歳
以
上
の
人
に
入
会

の
声
掛
け
を
し
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
入
会
は
あ
く

ま
で
希
望
制
で
、
強
制
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
市
で
は
国
の
助
成
を
受

け
な
が
ら
高
齢
者
自
ら
の
生
き
が

い
を
高
め
、
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
を
豊
か
に
す

る
活
動
に
、
そ
の
有
用
性
か
ら
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
の
中

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
課
題

も
様
変
わ
り
を
し
て
お
り
、
補
助

金
制
度
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
の
見
直
し
や
新
た
な
取
組
み
を

し
て
い
く
必
要
性
も
あ
る
と
考
え

ま
す
。
今
回
の
意
見
を
南
魚
沼
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
報
告
し
、

自
主
的
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

［
担
当
：
福
祉
課
］

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７
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News Plaza
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
企
画
政
策
課

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
２

若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

「
わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
」
を

開
催 
参
加
者
を
募
集
！

　

わ
か
ま
ち
カ
フ
ェ
も
今
年
で
３

年
目
。
今
年
度
第
１
回
目
の
会
議

テ
ー
マ
は
、「
雪
は
多
い
け
ど
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
が
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち

に
し
た
い
！
」
で
す
。

　

あ
な
た
も
今
や
未
来
の
南
魚
沼

市
の
こ
と
を
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

い
ろ
ん
な
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

※ 

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
話
し
合
い
が

で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
会
議
で
す

日
時　
９
月
２６
日
㈯

　

午
後
２
時
～
５
時

会
場　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
階 

多
目
的
室

参 

加
資
格　
４９
歳
以
下
の
人

参
加
費　
無
料

定
員　
４０
人

締
切
り　
９
月
１８
日
㈮

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

会
（
村
山
）

☎
０
２
５

－

２
８
２

－

０
０
１
１

試
合
観
戦
の
招
待 

２
０
１
５

明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ 

２
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ　
第
１４
節

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 

対 

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

日 

時　
１０
月
１７
日
㈯

　

午
後
６
時
３０
分
試
合
開
始

会 

場　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・

Ｅ
ス
タ
ン
ド
自
由
席
）

応
募
条
件　
南
魚
沼
市
在
住
者

募
集
人
数　
５
０
０
人

※ 

招
待
券
の
申
込
み
は
、
自
由
席

２
枚
ま
で
。
３
枚
以
上
希
望
の

場
合
は
、
優
待
価
格
で
販
売

あ 

て
先
・
応
募
方
法　
左
記
の
記

入
例
を
参
考
に
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
往
復
ハ
ガ
キ
は
各
自
で
用
意

く
だ
さ
い
〕

応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
通

限
り
有
効
〔
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
〕

締
切
り　
１０
月
２
日
㈮
必
着

受 

け
渡
し　
招
待
の
可
否
を
返
信

用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
〔
１０
月

９
日
㈮
こ
ろ
を
予
定
〕

電
話
で
の
可
否
の
問
合
せ
に
は
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

観
戦
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
を
持
参

し
、
Ｅ
ゲ
ー
ト
前
広
場
に
設
置

の
「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
、

チ
ケ
ッ
ト
と
引
換
え
後
に
入

場
・
観
戦

第14回ぶどう収穫祭とワイン祭り（入場無料）
 【問合せ】アグリコア越後ワイナリー　☎777－5877
　八海山麓にひろがる、5万坪の敷地を持つ緑いっぱいの「八色の森公園」。
ワイン片手に楽しい音楽を聴きながら、ぶどうの収穫を楽しみましょう。
⃝日時　9月12日㈯・13日㈰　10：00 ～ 16：00（雨天決行・荒天中止）
⃝会場　アグリコア越後ワイナリー／八色の森公園〔天王町（浦佐）〕
　来場者に、巨峰を上回るおいしさといわれる高級食用ぶどう「藤

ふじ

稔
みのり

」を1
房もぎ獲りできるサービスがあります。（先着順、数に限りあり）

　屋外コンサートやお楽しみ抽選会などのイベントもあります。
年に一度の収穫を祝う「ぶどうとワインのお祭り」です。友人や
家族とともにおこしください。

越後ワインセット前売券発売中！
アグリコア越後ワイナリーほか、市内酒販店にて販売中です。
予約前売券 2,600 円（当日券 2,800円）
⃝内容　特選ワイン1 本＋スパークリングワイン1本
⃝特典　「藤

ふじ

稔
みのり

」もぎ獲り1 房＋お楽しみ抽選券
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News Plaza
東北電力㈱魚沼営業所が街路灯を寄贈　 8月7日㈮ 

　東北電力㈱魚沼営業所 小野所長が市役所を訪れ、安全な通行と節
電に寄与できるようにと、LED 街路灯30 灯を市に寄贈いただきました。
これは、東北電力㈱が社会貢献活動の一環として行っているものです。
　井口市長は「寿命が長く、虫も集まりにくいLED街路灯を設置す
ることで、市民がより安全・安心、快適に歩くことができます。集落
内や通学路などで、有効に活用させていただきます」と、感謝の気持
ちを伝えました。

鈴木牧之記念館で夏休みナットク体験が開催されました　 8月6日㈭～8日㈯
　鈴木牧之記念館で夏休みナットク体験が開催され、小学生の児童や
観光で訪れた人が越後上布の糸の元を作る苧

お

引
び

きや草木染めを体験し
ました。越後上布技術保存協会の指導のもと、参加者は初体験の苧

お

引
び

き作業を丁寧に行いました。
　草木染めでは、割りばしや輪ゴムを用い、どんな模様になるか想像
しながら絞り、ハンカチなどを藍やウコンで染めました。

六日町高等学校写真部に棚村基金奨励金を贈呈しました　 8月4日㈬
　「第13回全国高等学校対抗町並みフォトコンテスト民家の甲子園」
に出場が決定した六日町高等学校写真部に、棚村基金奨励金の贈呈式
を行いました。六日町高等学校写真部は、新潟県代表として8月9日
㈰に高知県で開催された全国大会に出場をしました。
※  「民家の甲子園」は、地域の伝統的家屋やそこに住む人などを被写体と

する写真コンテストで、被写体とした地域の歴史や暮らしなどを、自ら調
べたことなどを発表するプレゼンテーションも評価されます

第11回 南魚沼市ナイトウォークを開催しました　 8月1日㈯
　夜の市内を歩くイベント「第11回南魚沼市ナイトウォーク」を開
催しました。子ども連れの家族や友だち同士など、大勢が参加し、
592人が夜のウォーキングを楽しみました。
　今年はコースを一新して、浦佐地区の毘沙門堂や八色の森公園、魚
沼基幹病院、池田記念美術館などを巡る10キロのコースを歩きました。
天候に恵まれた中、参加者たちは汗をかきながら元気に歩き、ゴール
後の豚汁やアイスをおいしそうに食べていました。

第８回 棚田草刈りアート日本選手権大会が開催されました　 7月19日㈰
　栃窪地区で第８回棚田草刈りアート日本選手権大会が開催されました。
　草刈りアート選手権は、平場より大きな畔を持つ栃窪地区の田で、
辛い夏の草刈り作業を楽しもうと始まったイベントです。今年は、21
チームが参加し、前日の18日㈯から棚田の畔を大きなキャンパスに
見立て、草刈り機や鎌で丁寧に刈り込み、絵や文字を描き出しました。
　訪れた人は、山間に広がる棚田そのもののと、眼下に広がる南魚沼
の景色とともに、草刈りアートを楽しみました。
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　9月の声を聞いても暑い日が続いていま
す。一昔前、稲刈り時期に多く見られた赤

とんぼ。喜びの収穫の秋は不変ですが、見かけなくなった生き
物が増えたことを少し寂しく思います。
 （秘書広報室　阿部）

編集後記

今月の表紙 　8月1日、コースを浦佐地区に一新し、開催したナ
イトウォーク。天候にも恵まれ、さわやかに夏の夜を歩きました。

市民の動き
（平成27年7月末日現在）

⃝人口　58,9２４人（先月比　－６４）
◦男　２8,798人（先月比　－４４） ◦女　30,1２６人（先月比　－２0）
◦世帯数　19,６４４戸（先月比　－18）

日にち 行事名・時間・会場など

4日㈮
心理相談
14：00 ～ 15：00　子ども・若者育成支援センター 1階 相談室

6日㈰

「あらしのよるに」上映会（12 ～ 14話）
10：00 ～ 11：30　南魚沼市図書館 多目的室

「シェルパ斉藤」さん講演会～世界の10
大トレイルとニッポンのロングトレイル～
14：00 ～ 15：30　南魚沼市図書館 多目的室

10日㈭
若者支援コミュニケーションセミナー
14：00 ～ 15：30　子ども・若者育成支援センター 2階 音楽室

11日㈮
心理相談
10：00 ～ 11：00　子ども・若者育成支援センター 1階 相談室

12日㈯

六日町地区 第2回「そだち学級」
10：00 ～ 11：30　ふれ愛支援センター

五十沢地区 第2回「そだち学級」
10：00 ～ 11：30　五十沢地域開発センター

大巻地区 第2回「そだち学級」
10：00 ～ 11：20　大巻地域開発センター

15日㈫
わが子の自立を願う家族の集い
13：30 ～ 15：30　ふれ愛支援センター

19日㈯
読書のつどい
14：00 ～ 15：30　南魚沼市図書館 多目的室

20日㈰
猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
10：00 ～ 12：00　イオン六日町

25日㈮

第9回農業委員会総会
9：00 ～　大和庁舎３階 旧議場

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00 ～ 11：30　大和公民館

27日㈰
「あらしのよるに」上映会（15 ～ 17話）
10：00 ～ 11：30　南魚沼市図書館 多目的室

29日㈫
心理相談
10：00 ～ 11：00　子ども・若者育成支援センター 1階 相談室

2015 September CALENDAR9月のカレンダー

行政
困りごと
相談

9月14日㈪　13：30 ～ 15：30　 働く婦人の家〔浦佐〕
9月15日㈫　13：30 ～ 1６：00　 塩沢老人福祉センター
9月17日㈭　13：30 ～ 15：30　  本庁舎

【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などに利用ください。
◦対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
◦時間　9：30～15：30　各地区★印の会場で開催します。

★大和会場　大和庁舎（3F）
　毎週 月・火・木曜日
　◦9月17日㈭　11：00～
　　支援講座「親子体操」　講師：保育士

★六日町会場　ふれ愛支援センター（2F）
　毎週 月～土曜日
　◦9月11日㈮　11：00～
　　支援講座「親子体操」　講師：保育士

★塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2F）
　毎週 火・水・金曜日
　◦9月15日㈫　11：00～
　　支援講座「親子体操」　講師：保育士

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
　保険料として1人10円をお願いします

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

ほのぼの広場

　受入れ準備のためや、より適切な医療機関を案内する場
合に必要ですので、急病の際に受診を希望する場合は、必
ず各医療機関に電話で症状を伝えてください。
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
　緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順番が
前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
◆ゆきぐに大和病院　☎777－2111
　診療時間外は救急外来で対応しています。
◆脳神経外科の救急医療　齋藤記念病院　☎773－5111
　脳神経外科の救急の受入れ体制を整えています。
◆内科・小児科の休日救急医療当番（軽症者対応）

◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525
　夜間に子どもの具合が悪くなったときに利用ください。
経験豊富な看護師が、必要に応じて小児科医のアドバイス
を受けながら相談に応じます。（毎日19：00 ～ 23：00）

〈医療機関の適切な利用に協力ください〉
　通常の診療時間内は医師だけでなく、看護師や検査技
師、薬剤師などのスタッフが揃っているので、検査や投薬
などがスムーズに受けられます。できるだけ通常時間内に
受診しましょう。また、医療や健康のことを気軽に相談で
きる「かかりつけ医」を持ちましょう。病状に応じて適切
な医療機関に紹介してもらえるので、いざというときも安
心です。 【問合せ】医療対策室　☎773－6706

救 急 医 療 　 　 　 　

９　
　

月

日にち 受付時間 医療機関名 電話番号

5日㈯ 13：30 ～ 16：00 城内診療所 775－2009

6日㈰ 9：00 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

12日㈯ 13：30 ～ 16：00 中之島診療所 782－0130

13日㈰ 9：00 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

19日㈯ 13：30 ～ 16：00 湯沢町保健医療センター 780－6543

20日㈰ 9：00 ～ 16：00 休日救急診療所 773－6688

6月から
変わりました


